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1 入学宣誓式

学位授与式（博士（薬学）の学位記を授与される馬場暁子氏）

同窓生・在学生合同懇話会

社会人の学び直しプログラム

就職相談会
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サインした宣誓書を読み上げる鵜川瑠璃子さん 

　本日，ここにおられる薬学部薬学科227名，大学院

薬学研究科修士課程25名，博士課程1名の入学生の諸

君，入学おめでとうございます。 

　今日の良き日に，ご来賓として本学の設置母体であ

る学校法人北海道尚志学園の有江理事長および平野専

務理事をはじめとする役員の方々や，学園設置の北海

道工業大学，北海道自動車短期大学の各学長，北海道

尚志学園高等学校，北海道総合電子専門学校，北海道

自動車学校の各校長，ならびに本学名誉教授，同窓会

会長，さらには北海道薬剤師会会長のご列席をいただ

き，ご家族ともども諸君の入学を祝福できますことは，

大変喜ばしく，教職員一同を代表し心からお祝い申し

あげます。 

　学部入学の諸君は，薬剤師を目指し，延べ830名の

志願者の中から選抜されての入学ですから，その喜び

もひとしおのことでしょう。本当によく頑張りました。

これまでに諸君を温かく見守り，励ましてくださった

先生やご家族の方々への感謝も忘れないでください。 

　さて，学部の諸君が入学した本学6年制薬学科はそ

の教育理念を「ファーマシューティカル・ケアの実践

を通じて地域社会ならびに国民の健康と福祉の向上に

寄与する薬剤師の養成を図る」と掲げております。し

たがって，諸君は6年後に本学を卒業し，「ファーマシュー

ティカル・ケア」の提供者として，地域住民の健康と

福祉の向上に尽くすことになります。それでは，諸君

が将来提供する「ファーマシューティカル・ケア」と

は何でしょう。そのまま日本語に訳すと「薬学的なお

世話」となり，これでは何のことかよく分かりません。

ここで重要なことはケアという言葉の意味にあります。

ケアは日本語ではお世話をするということですが，調

剤，医薬品の供給といったこれまでの薬剤師の業務に

は患者をお世話するという概念は乏しく，患者を治療

するという薬剤師側の視点が強すぎました。ファーマ

シューティカル・ケアにおいては，薬剤師は薬物療法

を通じ患者のQOL，すなわち生活の質を改善するた

めにお世話をします。つまり，薬局においては医師の

処方箋チェックや患者服薬指導を通じ薬物療法のモニ

タリングを行い，ドラッグストアにおいては患者のセ

ルフメディケーションのカウンセリングなどを通して

患者中心の薬学的ケアを行います。このような比較的

新しい患者中心の薬剤師業務の概念は，例えば末期が

んの疼痛に苦しむ患者に提供する疼痛緩和医療におけ

る薬剤師の活躍によく示されています。がんの末期に

おける苦痛はモルヒネなどを上手に使えばコントロー

ルすることができ，患者は終末まで普通の生活が維持

可能といわれています。このような状況で薬物療法の

専門家である薬剤師が医療チームにおいてリーダーシッ

プをとり，疼痛緩和療法を達成することができればファー

マシューティカル・ケアを実践したことになります。

また，地域住民の多くは，病気の自覚症状があれば医

師の診察に先立ち，まず，地域の薬局やドラッグスト

アなどの薬剤師に相談します。この時，薬剤師は単に

薬の販売士になるのではなく，患者の訴えをよく聞き，

病状に合わせて医師への受診を進めるなど患者のセル

フメディケーションのカウンセラーとして的確な行動

をとれれば，それはファーマシューティカル・ケアを

実践したことになるのです。これで諸君は，今後，薬

剤師に期待されるファーマシューティカル・ケアと旧

態依然の調剤・医薬品供給を中心とした薬剤師業務と

の違いが，おぼろげながら理解できたでしょうか。 

　次に，このようなファーマシューティカル・ケアの

提供者に要求される知識・技術・態度とはどのような

ものでしょう。まず，薬剤師は薬物療法の専門家とし

て高度な薬学的専門知識を持ち，さらに医師にも匹敵

する病態の把握能力を要求されます。また，患者のみ

ならず医師・看護師などの医療チームのメンバーとの

コミュニケーション能力がなくては，必要な情報の収

集や共有ができません。しかし，最も大切な薬剤師の

資質は，医療人として，病める患者に対し愛と奉仕の

精神を持って相対し，患者のQOLの改善を自分の喜

びと生きがいとする心構えがあるかどうかにかかって

います。諸君はこれからこうした3つの資質・能力を

平成20年度入学宣誓式告辞 
学長  大和田　榮治 
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退職される植松先生を囲んで 

身につけるために6年間の長い勉学のスタートを切る

ところなのです。 

　ところで，諸君はノゥブレス・オゥブリィジ（noble’sse 

obli’ge）というフランス語を知っていますか？　この

言葉は「高い身分に伴う道徳的な義務」と訳します。

西欧社会では，貴族階級や医師・法律家・宗教家など

に代表されるいわゆるプロフェッショナル階級の人々

は，高貴に生まれたものの義務として社会に奉仕する

ことが要求されているのです。実は，薬剤師もこうし

た階級に属し，生まれながらにしてその技術をもって

民衆の健康と保健に奉仕することが義務づけられてい

るのです。西欧社会において，薬剤師が民衆から高い

信頼を寄せられるのはこのような理由によるのです。

もし諸君が，わが国において西欧の薬剤師と同等の信

頼を得ようとするならば，こうした奉仕の精神を一生

持ち続ける必要があります。このような態度にかかわ

る資質は大学で習って身に付くものではありません。

諸君が日常的な生活の中で，常に医療人たれと意識し

行動することからしか身に付きません。しかし，こう

した強いモチベーションがあれば，今後，大学におい

て薬剤師として要求される知識や技術を学びとること

はさほど難しいことではありません。 

　大学院に進学した諸君はもう薬剤師ですから，これ

までに述べてきたことは十分に理解していることと思

います。確かに，諸君が受けた 4年制の教育課程は，

6年制に比べ十分なものとは言えませんでした。しかし，

諸君は幸いにも大学院に進学することを選択し，それ

により課程修了後には6年制プロフェショナル教育に

対応しうる教育内容と学歴を得ることができます。今

後は，大学院においてこれまでの学部教育で身につけ

た自ら学ぶ姿勢をもってあたれば，将来，薬学研究者

や高度専門薬剤師などの道に進んでも，6年制学部卒

業の薬剤師と同等以上の能力を発揮しうると信じてい

ます。 

　最後になりましたが，本日，諸君には，「医療人た

る薬剤師」を目指しスタートラインに立つにあたって，

その覚悟を新たにする「宣誓書」にサインしていただ

きました。どうか，本日宣誓した内容を忘れることな

く勉学に励み，その夢が実現できることを強く願い，

告辞とします。 

 

 

 

　平成 19年度北海道薬科大学学位記授与式が，平成

20年 3月 14日（金）に札幌ガーデンパレスで挙行され

ました。博士課程修了生1名，修士課程修了生は，生

物薬学専攻11名，臨床薬学専攻11名，学部卒業生は

186名でした。 

　授与式は，開式のことばで始まり，学位記授与では

修了生，卒業生一人ひとりが壇上で学長から学位記を

受け取りました。次に，学長表彰が行われ，成績優秀

者として修士課程生物薬学専攻丸山俊夫君，同臨床薬

学専攻日下部鮎子さん，薬学部田島宏恵さん，元茂拓

法君，吉田訓子さんの3名が，また，本学学生の規範

となる学生生活を送った者として薬学部神成伸彦君が

対象者となり，表彰状と副賞が贈られました。引き続

いて，学長告示，来賓祝辞，卒業生答辞，修了生およ

び卒業生全員で宣誓が行われました。その宣誓内容は

以下のとおりです。 

　「私たちは，これから社会へ巣立つ薬剤師として，

次のことを宣誓します。 

　私たちは，高い倫理観と豊かな知識をもち，社会か

ら信頼される職能人となることを誓います。 

　私たちは，地域社会の人々の健康と福祉の向上に最

善を尽くします。 

　私たちは，生涯にわたり研鑽を重ね，職能の発展と

後進の育成に努めます。」 

　全員で薬剤師としての自覚を持ち活躍することを誓

い，最後に，合唱サークルによる大学歌合唱と閉式の

ことばで学位記授与式は終了しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　授与式終了後，卒業生および卒業生の父母，来賓，

教職員が参加して祝賀パーティーが催されました。薬

剤師国家試験終了後であったため，緊張から開放され，

穏やかな雰囲気の中で歓談する姿が見受けられました。 

学位記授与式・卒業祝賀パーティーが挙行 
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　今年度より社会薬学系地域医療

薬学分野教授として赴任しました。

私は東北薬科大学を卒業，大学院修士課程を修了し，

その後大学病院の薬剤部，医学情報センター，調剤薬

局チェーンの教育担当者を経て平成12年4月より平成

18年 3月まで旧瀬棚町（現せたな町）の国民健康保険医

科診療所に，本学出身者である村上智彦医師（現（医）

夕張希望の杜理事長）と共に勤務しました。その後，

新設薬科大学で2年間実務教育に携わってきましたが，

このたび縁あって北海道薬科大学へお世話になること

になりました。 

　瀬棚町では診療所薬剤師としての業務のほか，地域

の保健・福祉と連携し，地域包括ケアの実践に対して

も薬剤師として積極的に関与してきました。中でも地

域住民への予防活動などに特に力を入れ，在職中には

日本初の肺炎球菌ワクチンやインフルエンザワクチン

の全年齢層への公費助成や，住民検診へのヘリコバク

ターピロリ感染検査の導入，また喫煙者に対する禁煙

補助教育やニコチンパッチの町独自の助成などに携わ

り，その評価などについても学会などで発表しました。

特に，肺炎球菌ワクチンの公費助成の取り組みはマス

コミで大きく取り上げられ，一般の方ばかりではなく

医療従事者にさえ知名度の低かった，このワクチンの

日本国内での普及に大きく貢献できたことは，大変嬉

しく思っています。 

　高齢者に対する肺炎球菌ワクチンばかりではなく，

小児髄膜炎に対するHib（インフルエンザ菌b型）ワク

チン（まもなく国内発売予定）や，子宮頸がんに対して

大きな予防効果が期待されるHPV（ヒトパピロマウイ

ルス）ワクチン（国内未承認）等も，国内では普及して

いません。 

　日本では急速なスピードで高齢化が進み，それに伴

う医療費の増大や介護などの問題が，待った無しの状

態で押し寄せてきています。そのような状況の中で，

薬剤師が地域でどのような活動をすべきなのか，その

活動にはどれくらいのスキルが必要なのか，また以前

より私が声高に言い続けている「人を健康にする教育

を受けている薬剤師」の活動が，地域にどのような良

い影響を与えるのか等について，今後調査していきた

いと思います。 

　本学は地域医療に貢献できる薬剤師の輩出を大きな

目標に据え，医療人GPなどで対外的にもその方針が

評価されています。また，将来に渡って全国的にも稀

なケースと思われる，私のような大学教員の地域への

派遣が，学生の教育活動に良い影響を及ぼすと信じて，

今後も精力的に活動していきます。その一環として，

本学が昨年8月に連携協定を結んだ（医）夕張希望の杜（旧

夕張市立病院）において，医療・保健・福祉における

薬剤師の役割に関する学術的な研究を行う予定です。 

　薬学6年制の教育の中で薬剤師の地域貢献の可能性

を探り，地域医療に貢献できる薬剤師の輩出を，今ま

で以上に進めていきたいと思っています。具体的には，

小規模医療機関での薬剤師として，医師や看護師，そ

の他医療スタッフとの連携や調整，近隣の開局薬剤師

とのネットワーク構築を行い，さらに，地域保健活動

への参加や在宅医療分野への薬学的サポート，医療経

済学的研究等科学的根拠に基づいた研究を行い，その

結果を積極的に夕張から全国へ発信していきたいと考

えています。 

　夕張市は財政破綻という厳しい現状にありますが，

幸いなことに，住民の方々の健康に対する意識に変化

が起こりつつあります。夕張は高齢化率40％を越え，

日本で最も高齢化の進んだ市ですが，高齢化が今と同

じスピードで進むと，近い将来日本の多くの地域が夕

張に近い状況になります。すなわち，将来を見据えた

先進的なパイロットスタディーが行える場所であると

私は思っています。 

　今後も，夕張での活動を可能な限り報告していきま

すので，どうか温かいご支援とご指導をお願いいたし

ます。 

地域医療に貢献する薬剤師輩出のために 
―夕張医療センターにおける活動について― 

地域医療薬学分野  教授  古田 　精一 
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　本年3月31日付けで退職された植松孝悦学長補佐が，

永年の功績により名誉教授の称号を授与されました。

授与式は4月30日（水）に学長室で行われました。 

 

 

 

�採用（平成20年4月1日付） 

教授　古田精一（社会薬学系　地域医療薬学分野） 

講師　大滝康一（臨床薬学系　薬物治療学分野） 

契約職員　鎌田実名恵（入試広報課） 

契約職員　北村恭子（図書課） 

契約職員　田中博子（教務課）※5月1日付 

�転入（平成20年4月1日付） 

学生課長　横井啓寿（短大，学生係長から） 

学生課主事　長繩進一（高校，管理係主事から） 

�昇格（平成20年4月1日付） 

教授　桜井光一（基礎薬学系　生命科学分野） 

教授　佐藤久美（基礎薬学系　薬理学分野） 

教授　山田　惠（基礎教育部　語学分野） 

准教授　山下　浩（基礎薬学系　医薬化学分野） 

准教授　野呂瀬崇彦（社会薬学系　薬事管理学分野） 

准教授　高梨香織（薬学教育系　薬学教育分野） 

准教授　村岡早苗（基礎教育部　生物学分野） 

准教授　板倉宏予（基礎教育部　語学分野） 

講師　町田麻依子（臨床薬学系　病態科学分野） 

講師　大野裕昭（薬学教育系　薬学教育分野） 

講師　川嶋恵子（薬学教育系　薬学教育分野） 

管理課情報技術係長　渡部俊也（教務課主事から） 

�分野変更（平成20年4月1日付） 

教授　吉岡忠夫（社会薬学系　公衆・環境衛生学分野へ） 

准教授　丹保好子（社会薬学系　公衆・環境衛生学分野へ） 

助教　立浪良介（社会薬学系　公衆・環境衛生学分野へ） 

教授　猪爪信夫（基礎薬学系　薬剤学分野へ） 

講師　戸田貴大（基礎薬学系　薬剤学分野へ） 

教授　黒澤菜穂子（社会薬学系　医薬情報解析学分野へ） 

教授　早瀬幸俊（社会薬学系　薬事管理学分野へ） 

准教授　岡�光洋（社会薬学系　医薬情報解析学分野へ） 

准教授　櫻井秀彦（社会薬学系　薬事管理学分野へ） 

准教授　村上美穂（社会薬学系　地域医療薬学分野へ） 

講師　伊東佳美（社会薬学系　地域医療薬学分野へ） 

講師　梅田純代（社会薬学系　医薬情報解析学分野へ） 

講師　牧野高壮（社会薬学系　薬事管理学分野へ） 

助教　守屋寛之（臨床薬学系　臨床薬剤学分野へ） 

 

�学内異動（平成20年4月1日付） 

管理課情報技術係主事　上山俊夫（学生課長から） 

�退職（平成20年3月31日付） 

学長補佐・教授　植松孝悦 

准教授　関　俊暢（基礎薬学系　薬剤学分野） 

�転出（平成20年3月31日付） 

学生課主事　松本茂光（高校，管理係主事へ） 

入試広報課主事　一戸貴行（工大，就職課主事へ） 

 

 

 

　平成20年度法人発令の校務役職をお知らせします。 

 

薬学部長：市原和夫（薬学科長兼任） 
基礎教育部長：中野善明 
薬学科　基礎薬学系主任（大学院生物薬学専攻長兼任）：  
　坂東英雄 

薬学科　臨床薬学系主任（大学院臨床薬学専攻長兼任）：
　渡辺泰裕 

薬学科　社会薬学系主任：早瀬幸俊 
薬学科　薬学教育系主任：高橋和彦 
大学院運営部　部長：市原和夫　主任：坂東英雄，渡
辺泰裕，早瀬幸俊，谷口勇司，渡辺昌美，横井啓寿，

奥野俊一 

教務部　部長：渡辺泰裕　主任：郡　修徳，山田　惠，
野呂瀬崇彦，渡辺昌美 

学生部　部長：佐藤重一　主任：島森美光，小松健一，
田中三栄子，横井啓寿 

就職部　部長：渡辺一弘　主任：江川祥子，桜井光一，
神　久聡，横井啓寿 

入試部　部長：黒澤菜穂子　主任：國仙久雄，佐藤久
美，山下　浩，奥野俊一 

広報部　部長：渡辺泰裕　主任：櫻井秀彦，奥野俊一 
図書館・医薬情報センター　館長：市原和夫　主任：
梅田純代 

薬用植物園　園長：坂東英雄　主任：山下　浩 
実験動物センター　センター長：森本一洋　主任：金
田　繁 

RIセンター　センター長：伊藤慎二　主任：村上美穂 
中央機器センター　センター長：猪爪信夫　主任：和
田浩二 

情報システムセンター　センター長：島森美光 
薬学教育センター　センター長：高橋和彦 
 

 

人事異動のお知らせ 

校務役職発令 

退職された植松先生が名誉教授に 
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受験者数 

合格者数 

合 格 率 

本学出身者 

215人 

178人 

82.79％ 

全受験者 

13,773人 

10,487人 

76.14％ 

　北海道薬科大学父母後援会第1回総会が，平成20年

4月 3日（木）の入学宣誓式，父母とクラス担任との懇

談終了後，札幌プリンスホテル・国際館パミールで開

催されました。父母後援会は，父母と大学が緊密な連

携のもとに，学生の修学を支援することを目的とし設

立されました。 

　総会は学長の挨拶で始まり，まず会長，副会長の選

出が行われ，昨年9月から父母後援会設立準備委員会

の委員長，副委員長として設立準備に携わってこられ

た小池智彦氏，西本久美子氏がそれぞれ会長，副会長

に選出されました。次に，役員の選出が行われ，父母

役員として大岩義典氏，宍戸公美氏，中村美智子氏，

堀内健一氏，升井正元氏，宗像肇氏，山口公治氏，山

岡宏海氏，我妻尚広氏が選出され，大学役員として佐

藤重一学生部長，島森美光学生部主任，渡辺泰裕教務

部長，渡辺一弘就職部長，田中三栄子学生部主任，横

井啓寿学生課長，渡辺昌美教務課長，佐久間和則学生

課係長，谷口勇司総務課長が選出されました。引き続

いて，事業計画と予算案が審議され，いずれも承認さ

れました。 

　総会終了後，同ホテル内にて，懇親会が行われまし

た。来賓，教職員，在校生の父母が参加し，立食形式

で開催されました。 

　小池智彦会長の挨拶の後，市原和夫薬学部長の乾杯

で始まりました。各テーブルでは，父母と教員の間で

熱心な教育談義が交わされていました。西本久美子副

会長による乾杯で，懇親会は終了しました。 

　文部科学省が推進する「社会人の学び直しニーズ対

応教育推進プログラム」の選定委託事業である，北海

道薬科大学『薬学教育6年制導入に伴う薬剤師学び直

しのための教育支援プログラム』の「技能コース」が

始まりました。 

　4月 19日（土）と 20日（日）の 2日間にわたって開講

された第1回の実習には，昨年10月からの6回の講義

コースを修了した平成 19年度後期の受講者 12人と，

技能コースからスタートする平成 20年度前期の受講

者17人の，合わせて29人が参加しました。本学臨床

講義棟の講義室や薬局実習室などを使い，「調剤」をテー

マとした3つの実習に，グループごとに取り組みました。 

　技能コースは今年9月までの毎月1回（各 2日間）開

講します。今回の「調剤」に引き続いて「薬物治療モ

ニタリング（TDM）」，「栄養輸液管理」，「臨床コミュ

ニケーション」，「医薬品情報の収集と活用」，「薬歴管

理」のテーマでおこない，受講者は6つのテーマから

3つ以上を選択して受講することになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　2008年の第93回薬剤師国家試験結果が，平成20年

4月3日（木）に厚生労働省から発表されました。 

　本学の合格率は82.79％（受験者数215人，合格者数

178人）で，全国55大学中18位，東北以北では6大学

中第1位という成績でした。なお，全国平均の合格率

は76.14％でした。 

北海道薬科大学父母後援会発足 「薬学教育6年制導入に伴う薬剤師　　　  
　　学び直しのための教育支援プログラム」 

技能コース始まる 

第93回薬剤師国家試験結果 
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救急法救急員養成講習の様子 

 

 

　文部科学省の「医療人GP」に選定された本学の取

組内容とその成果を広く社会に周知するため，道内各

地において「医療人GP」フォーラムを開催しています。

第4回フォーラムは平成 20年 2月 16日（土）に帯広市

で帯広市薬剤師会の協力を得て開催しました。フォー

ラムには帯広薬剤師会をはじめ 50 名の参加があり，

本学からも大和田学長をはじめ9名の教職員が参加し

ました。「医療人GP」の取組，平成 19年度早期体験

学習（アーリーエクスポージャー，1年次）および介護，

養護施設での体験学習（2年次）の実施内容について教

員が報告した後，十勝地区出身の1年生および2年生，

各2名の体験学習報告も行われました。学生は体験学

習で行ったこと，そこから学んだこと，さらに今後の

目標などについて発表しましたが，会場からは多くの

質問，意見さらには励ましの言葉も聞かれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　以下に参加者からいただいた意見，感想および要望

を紹介します。 

�　病院・薬局のみならず，介護施設等での体験学

は貴重で，より良いコミュニケーションの形成に

役立つと思う。 

�　1～ 3年次の早い段階で医療人としての自覚あ

るいは意識をもたせることは重要と思う。 

�　大学の取組は理解できたが，1～ 3年の体験学

習のリンクが明確ではないように思えた。 

�　体験学習終了後には，その経験を振り返り，整

理することが重要で，それにより今後大いに役立

つものになると思う。 

�　地方の薬剤師との連携を強化していけば，早期

体験学習はさらに充実したものになると思う。 

�　言葉の使い方に一部気になるところはあったが，

学生の発表はとても良かったと思う。 

　今後の体験学習のさらなる充実化のため，今回のご

意見等を十分に活用したいと考えています。 

　なお，本取組の集大成となる最終の「医療人GP」

フォーラムは11月に札幌市で開催する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　平成20年度のアーリーエクスポージャー（1年），実

習Ⅲ（2年）および実習Ⅴ（3年）では，ファーストエイ

ド（救急救命）に関する実習を取り入れることにしてい

ます。これらの実習を担当する教員のスキルアップの

ため，平成20年 3月 17日（月）～19日（水）に，教員を

対象とした救急法基礎講習と救急法救急員養成講習が，

日本赤十字社小樽地区救急法赤十字奉仕団の指導員の

指導により本学で行われました。学生に適切な指導を

行うため，14名の教員が 3日間熱心に受講しました。

講習終了後には学科と実技試験が行われ，14名全員が

合格し，赤十字救急法救急員の資格を得ました。 

「医療人GP」フォーラム in 帯広を開催 

赤十字救急法救急員養成講習を開催 



企業種別 

薬局 

病院 

製薬企業・治験関係 

医薬品卸 

公務員 

計 

年度 平成19年度 

95 

40 

2 

3 

0 

140

4月開催 

 134 

68 

15 

5 

2 

224

11月開催 

 229 

108 

17 

8 

2 

364

合　計 

 

平成20年度 

125 

58 

6 

3 

2 

194

4月開催 

 

表1　参加企業数（件数） 

学年 

学部1年 

学部2年 

学部3年 

学部4年 

大学院 

計 

年度 平成19年度 

4月開催 

 3 

5 

158 

148 

9 

323

11月開催 

 205 

18 

153 

58 

14 

448

合　計 

 208 

23 

311 

206 

23 

771

平成20年度 

4月開催 

 13 

36 

108 

152 

25 

334

表2　参加学生数（人数） 

　平成20年度就職相談会を，平成20年 4月 25日（金）

に本学（桂青館，図書館3階）で開催しました。昨年度

は4月と11月の2回開催しましたが，今年度は4年制

教育課程の最終年度であるため，4月 1回のみの開催

となりました。参加企業数を表1に示しましたが，今

回は開局薬局等（125），病院薬局（58），製薬企業・医

薬品卸業・治験関係企業（9）および公的機関（2），計

194施設に参加していただきました。参加総数は昨年

4月に開催した相談会を上回り，特に薬局および病院

から多数の参加がありました。表2に相談会に参加し

た学生数を示しました。昨年度の同時期とほぼ同程度

でしたが，今回は4年生と大学院生の参加が多く，全

体の53％を占めました。 

　相談会では，参加していただいた採用担当者を対象

としたオリエンテーションの後，昼食を挟んで12：30

から15：30まで個別面談が行われました。面談会場で

は，学生と採用担当の方との精力的な面談光景が見ら

れました。また，将来の方向を探ることを目的に参加

した1～ 3年生の場合，時間は比較的短いものの，活

発な面談が行われているブースがいくつも見受けられ

ました。採用担当者からは，意欲の高い学生を採用す

るには，この様な早い時期からの面談は重要であると

いう意見をいただきました。 

　薬学生の就職に関する全国的な傾向として，薬剤師

の職能を活かした仕事を志向する学生が増加していま

す。このため最近では薬局のみならず病院の求人も早

めになってきています。今後は，このような動向も十

分に考慮したうえで，適切な就職活動，すなわち早め

の情報収集と活動をすることがやりがいのある就職先

を見つけるためには必要です。また，就職活動支援の

WEBサイト「進路支援システム」も十分活用してく

ださい。就職活動をする際に不明な点が生じた時は，

いつでも適切なアドバイスができるよう就職部では万

全の体制を整えています。遠慮なく担当教員を訪ねて

ください。 

　就職相談会終了後，札幌全日空ホテルで同窓会主催

の「第 17回同窓生・在学生合同懇話会」が開催され

ました。竹内同窓会会長を始め，さまざまな職種で活

躍されている同窓生68名，在学生173名のほか，本学

からは学長，学部長，学生部および就職部の教職員が

参加しました。合同懇話会では，同窓生から現場での

薬剤師業務についての説明や，将来の就職へ向けての

アドバイス，あるいは情報提供などが行われました。

今回は在学生の参加が多く，例年にない活発な懇話会

となりました。 

平成20年度就職相談会が開催 

第17回同窓生・在学生合同懇話会が開催 
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　本学に申請された馬場暁子氏（大学院博士後期課程

衛生学特論），小林克也氏（協和発酵㈱），水上徳美（本

学助教）の3氏に博士学位が授与されました。 

　各授与者の論文題目は次のとおりです。 

�馬場暁子氏「カルボン酸系医薬品のグルクロン酸

抱合体：簡便なchemo-enzymatic合成法の確立と

親電子的反応に関する構造活性相関」 

�小林克也氏「関節リウマチの動物モデルを用いた

免疫学的研究」 

�水上徳美氏「含窒素環状化合物の新規構築法の開

発および立体選択的アルキル化反応に関する研究」 

　馬場氏は，NSAIDsを含むカルボン酸系化合物のグ

ルクロン酸抱合体をβ -アノマー特異的に合成する簡

便で効率の良いchemo-enzymatic法を確立し，さらに

この方法を酵素による糖部エステル型保護基の高化学

選択的脱保護法へと展開しました。また，生体有害作

用の観点から行った上記抱合体の親電子的反応性に関

する構造活性相関の検討では，カルボン酸残基の電子

的および立体的影響について論証し，さらに反応性の

予測に有用である新たな説明変数を見出しました。 

　小林氏は慢性多発性関節炎発症マウスとジヒドロオ

ロテートデヒドロゲナーゼおよびホスホジエステラー

ゼ4阻害薬を用いて，関節炎発症機構を解析し，関節

リウマチの病因解明，新たな治療法の開発に有益な情

報を得ました。 

　水上氏は医薬品の化学構造として多くみられながら

も，構築が困難であった含窒素中員環化合物の新たな

構築法を開発し，さらに含窒素環状化合物のアルキル

化反応における立体選択性発現機構を明らかにしまし

た。 

 

 

 

 

 

　平成 20年度の学部奨学生および大学院奨励生が決

定し，平成20年 4月 24日（木）に証書授与式を行いま

した。前年度に優秀な成績を修めた2～4年生各10名

に奨学金12万円が給付されます。なお、学部1年生の

奨学生は前期の成績に基づき 10 月頃に決定します。

大学院は研究奨励制度として，修士課程の各学年6名（生

物薬学専攻：3名，臨床薬学専攻：3名）に15万円ずつ，

博士課程各学年1名に45万円が給付されます。 

　学部奨学生，大学院研究奨励生は以下のとおりです。 

学部奨学生 
2 年：逢坂信孝，岡見英里香，川口貴史，布施久恵，

三藤陽香，石郷友之，前田睦実，村上由希子，

松井　萌，堀川佑衣 

3 年：谷　磨砂美，伊花和宏，八巻美和，花見麻帆，

武田龍馬，藤平泰造，花田真衣，川崎　翠，池

田知弥，三浦麻緒 

4 年：福原みさお，鈴木賀子，�尾美里，原田瑞記，

北林　彩，宍戸桃子，竹田智哉，小野田侑奈，

柴田麻里子，須貝綾の 

大学院研究奨励生 
修士1年：（生物薬学専攻）元茂拓法，吉田訓子，佐々

木雅志（臨床薬学専攻）熊谷和美，坂本和央，

苫米地竜次 

修士 2年：（生物薬学専攻）金子圭太，笠嶌夕子，黒川

友里亜（臨床薬学専攻）小森悠加，三浦　真，

村永　愛 

博士1年：小山恭平　　博士2年：戸上紘平 

博士3年：�栗　郷 

　文部科学省および日本学術振興会から，平成 20年

度の科学研究費補助金の交付内定が通知されました。 

　内定者および研究課題名は以下のとおりです。 

〔基盤研究C〕 

森本一洋（新規）「肺細胞のトランスレーショナル機
構を利用した難治性肺感染症治療システムの構築」 

國仙久雄（継続）「溶媒抽出試薬担持型機能性シリカ
ゲル分離材の分離能向上機能の解明」 

早瀬幸俊（継続）「多変量解析とデータマイニングに
よる保険薬局の調剤過誤防止策具現化の研究」 

山田　惠（継続）「日本語母語話者における英単語の
認知方略の研究」 

〔若手研究B〕 

今井幹典（継続）「遷移金属錯体の中間体制御による
C-H結合活性化を基盤とした新規反応の開発と展開」 

馬場，小林，水上氏に博士学位を授与 

平成20年度科学研究費補助金 

学部奨学生，大学院研究奨励生が決定 
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ボタン（  　　　　　　　　　） Paeonia suffruticosa A.

入学宣誓式での大学歌披露 

3年　前川　静香 

　合唱サークルは，入学宣誓式，学位記授与式におい

て，本学学生や父母，教職員に大学歌を聞いていただ

き，より多くの人に大学歌を広めていくことを目的と

して，昨年 10月に発足しました。11月から札幌大谷

大学短期大学部音楽科の斉藤幸子先生に本格的なご指

導を受けながら練習を行っています。現在の部員は15

名と少ないのですが，一人ひとりが歌うことを楽しみ

に熱心に練習に取り組んでいます。大学歌初披露となっ

た学位記授与式では，卒業生や教職員の皆さんにたく

さんのお褒めの言葉をいただき，大変光栄な気持ちと

今後の励みになりました。この先，入学宣誓式，学位

記授与式での大学歌披露が良き伝統となっていくよう，

合唱サークルを存続させていきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

桂岡・銭函町での雪かきボランティア  
ボランティア―SSS部　3年　小池奈穂 

　3月上旬，高齢者宅の玄関先に高く積まれた雪山を

取り除くボランティア活動をしました。参加したのは

男子3名，女子2名の計 5名でした。長靴に軍手姿で

約1時間半頑張りました。重くなった雪は，後期定期

試験後の運動不足の身体にはかなり応えましたが，雪

かきの後に住民の方々から頂いた感謝の言葉に，ボラ

ンティアの良さを実感しました。来年は計画的に，さ

らに規模を広げて実行したいと思います。 

ふれあいスノーフェスティバル2008に 
参加しました！  

ボランティア―SSS部　4年　吉田裕里子 

　ふれあいスノーフェティバルとは，札幌市内および

近郊の大学生が企画から運営を行い，障がいのある子

もない子も，大人も子どももみんな雪の中で楽しく遊

ぼうというキャッチフレーズで，毎年行われているイ

ベントです。今年は平成20年3月15日（土），16日（日）

に滝野すずらん公園にて1泊 2日のキャンプが行われ

ました。これに本学の学部生と大学院生の計6名がボ

ランティアスタッフとして参加しました。本番当日の

1週間前にあらかじめ，担当する子とうまく関係が取

れるように「事前遊び」が行われ，そこで担当をする

子どもとの顔合わせをしたのち，当日に向かうことに

なりました。 

　私はある障がいをもった子どもを担当することにな

り，非常に不安でした。しかし当日は，子ども達も本

当に楽しんでくれていて，あっという間に一日過ぎて

しまったという感じです。自分は正直，担当の子と過

ごすだけで精一杯でした。ただ「自分は障がいのある 

子達といる」という感覚ではなく，むしろ理解するの

が難しかったり，言葉で上手く答えることが出来ない

子に，自分がどうしたら気持ちを伝えることができる

のか，ということばかり考えていた気がします。困っ

ていると，同じボランティアスタッフや実行委員，さ

らには障がいを持った子どもが私を手伝ってくれたり

したことに，とても感動しました。 

　うまく表現することはできませんが，普段つき合わ

ないような人との出会いがあって，自分がどんな人間

なのかを再認識させられた感じで，心が初心に戻った

気がしました。機会があったらまた参加したいと思う

ようなアットホームさをもったイベントでした。 

 

 

 

　今年も5月10日（土）から植物園の一般公開が始まり

ました。マナーを遵守して自由に見学していただけれ

ばと思います。なお団体でガイドを希望される場合は，

事前にご連絡ください。 

クラブ紹介：合唱サークル 

ボランティア活動 薬用植物園からのお知らせ 
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　平成21年度入試から「入学後，たばこを吸わないことを確約できる者」を出願資格に加えました。本学は，
国民の健康を守る医療人を育成するという立場から，平成15年度から入学生に禁煙教育を始め，平成18
年度からキャンパス内を全面禁煙にしました。医療人になる高い志を持った学生の入学を期待しています。 

出願資格に禁煙 
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10月 

 

 

 

 

 

 
11月 

 

 

 
12月 

 

 

 

 

 

 

1月 

 

 

 

 

 

 

 

 
2月 

 

 

 

 

 
3月 

入学宣誓式 

新入生基礎学力テスト（学部新入生：～5日） 

科目別テスト（学部4年：～5日） 

ガイダンス（～8日） 

学生定期健康診断（～8日） 

前期始講 

新入生歓迎会 

就職相談会，卒業生・在学生合同懇話会（同窓会主催） 

SDA（安全運転者の会）総会，交通安全講習会 

医療人デー第1回セミナー（学部1年女子） 

就職支援講座（学部4年） 

大学院進学ガイダンス（学部4年） 

医療人デー第1回セミナー（学部1年男子） 

医療人ウィーク：見学実習（学部1年：～13日） 

医療人ウィーク：体験学習（学部2年：～13日） 

医療人ウィーク：経験学習（学部3年：～27日） 

体育大会（～5日） 

OSCEトライアル（学部4年：～13日） 

前期終講（学部4年，大学院） 

平常授業日（学部1～3年） 

夏季休業開始（大学院） 

振替休日（学部4年） 

前期定期試験（学部4年：～31日） 

前期終講（学部1～3年） 

振替休日 

前期定期試験（学部1～3年：～8月7日） 

夏季休業開始（学部4年） 

薬学総合演習公開模擬試験（学部4年：～5日） 

夏季講習（学部4年：～9日） 

第1回オープンキャンパス 

夏季休業開始（学部1～3年） 

修士課程推薦入学試験（大学院） 

仮進級試験（学部4年：～20日） 

再試験（学部4年：～26日） 

夏季休業終了（学部4年） 

病院実習ガイダンス（学部4年） 

病院実習導入講義（学部4年：～28日） 

仮進級試験（学部2～3年：～9月1日） 

薬局実習ガイダンス，導入講義（学部4年） 

病院実習（学部4年：～30日） 

再試験（学部1～3年：～5日） 

開学記念日（5月15日）振替休日 

前期定期試験（大学院：～17日） 

夏季休業終了（大学院） 

臨床薬学総合演習・実務研修ガイダンス（大学院） 

臨床薬学総合演習（大学院：～10月17日） 

夏季休業終了（学部1～3年） 

後期始講（学部1～3年，大学院） 

薬局実習（学部4年：～17日） 

第2回オープンキャンパス 

大学祭（～12日） 

父母懇談会（本学） 

父母懇談会（北海道内：～19日） 

薬学総合演習模擬試験（学部4年：～21日） 

臨床薬学実務研修（大学院：～3月24日） 

薬学総合演習始講（学部4年） 

父母懇談会（北海道外：～26日） 

修士課程一般（1次）・社会人入学試験（大学院） 

公募制推薦・社会人入学試験（学部） 

指定校・系列校推薦・AO入学試験（学部） 

薬学総合演習第1回試験（学部4年：～19日） 

実験動物慰霊祭，冬道交通安全講習会， 

就職・大学院進学ガイダンス（学部3年） 

冬季休業前終講（学部，大学院） 

冬季休業開始（学部，大学院） 

冬季休業終了（学部4年） 

薬学総合演習第2回試験（学部4年：～8日） 

薬学総合演習再開（学部4年） 

冬季休業終了（学部1～3年，大学院） 

冬季休業明け始講（学部1～3年，大学院） 

課程博士学位論文発表会（大学院） 

薬学総合演習終講（学部4年） 

修士学位論文発表会（大学院：生物薬学専攻） 

修士学位論文発表会（大学院：臨床薬学専攻） 

薬学総合演習第3回試験（学部4年：～27日） 

後期終講（学部1～3年，大学院） 

一般入学試験（学部：～2日） 

後期定期試験（学部1～3年：～12日） 

薬学総合演習再試験（学部4年：～18日） 

博士後期課程・修士課程一般（2次）入学試験（大学院） 

公開模試（学部4年：～25日） 

国試直前補講（学部4年：～3月3日） 

再試験（学部1～3年：～5日） 

卒業発表（学部4年） 

博士・修士学位審査結果発表（大学院） 

薬剤師国家試験（学部4年：～8日） 

学位記授与式，卒業祝賀パーティー 

進級発表（学部1～3年） 

3日（木） 

 

4日（金） 

 

7日（月） 

9日（水） 

11日（金） 

25日（金） 

28日（月） 

16日（金） 

22日（木） 

23日（金） 

30日（金） 

 
2日（月） 

16日（月） 

4日（金） 

12日（土） 

18日（金） 

 
21日（月） 

22日（火） 

24日（木） 

25日（金） 

28日（月） 

31日（木） 

1日（金） 

4日（月） 

6日（水） 

 
8日（金） 

18日（月） 

19日（火） 

21日（木） 

25日（月） 

26日（火） 

27日（水） 

 
29日（金） 

1日（月） 

2日（火） 

8日（月） 

9日（火） 

17日（水） 

 
18日（木） 

22日（月） 

24日（水） 

3日（金） 

4日（土） 

10日（金） 

12日（日） 

18日（土） 

 
20日（月） 

22日（水） 

25日（土） 

1日（土） 

15日（土） 

16日（日） 

18日（火） 

 
上旬 

19日（金） 

22日（月） 

6日（火） 

7日（水） 

 
9日（金） 

13日（火） 

16日（金） 

19日（月） 

23日（金） 

24日（土） 

26日（月） 

27日（火） 

1日（日） 

4日（水） 

17日（火） 

20日（金） 

24日（火） 

26日（木） 

2日（月） 

 
3日（火） 

7日（土） 

13日（金） 

17日（火） 

 

 

 

 

4月 

 

 

 

 

 

 
5月 

 

 

6月 

 

 

 

 

 

 
7月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9月 

平成20年度　年間行事予定 

■学校法人北海道尚志学園　北海道工業大学 北海道薬科大学 北海道自動車短期大学 北海道総合電子専門学校 北海道尚志学園高等学校 北海道自動車学校 
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　本年 4月から臨床薬学系薬物治療

学分野講師として着任しました。私は，

北海道大学薬学部を卒業後，同学大

学院修士課程に進学しましたが，3か

月で中退し旭川医科大学医学部附属

病院（当時）薬剤部に勤務しました。それから14年間，

病院薬剤師として勤務してきましたが，このたび本学

と旭川医科大学の「教育・研究における連携」が締結

されたこともあり，実務家教員として旭川医科大学病

院に常駐派遣という形で，本学の教員としてお世話に

なることになりました。 

　旭川医科大学病院においては，調剤，DI，注射薬調

製，TDM業務，病棟業務といった多くの業務に携わ

ることができました。これらの業務をとおして，チー

ム医療の重要性を肌で感じ，学び取ってきました。そ

して，その中でさまざまな病院薬剤師の新たな業務展

開を，旭川医科大学病院薬剤部の皆様と共に提案・実

践してきました。それらは，サテライトファーマシー，

注射薬混合調製センター，相互作用チェックシステム

の構築，持参薬チェック，トレーシングレポートといっ

たかたちで実を結び，多くは病院薬剤師業務の根幹と

なるものとなってきました。私は，これらの業務に何

らかの形で参画することができて，非常に良かったと

思っています。 

　また，基礎研究においては，薬剤部の松原和夫教授・

薬剤部長の指導の下，ブレインマイクロダイアリシス

法という実験手法を用いて，中枢毒性のあらわれやす

い薬物の血液脳関門透過性およびその作用機序に関す

る研究にも取り組むことができました。ブレインマイ

クロダイアリシス法は，脳内の神経伝達物質の経時的

な解析に開発された方法ですが，近年，薬物や毒物の

血液脳関門透過性を研究する手法としても用いられて

きています。この方法は，脳細胞外液中の物質を，透

析膜を介して連続的に測定することが可能であり，実

験的条件のコントロールがうまくなされることにより，

経時的に薬物や毒物の血液脳関門透過性を検討する上

で有効な in vivoの手法であるといえます。私がモデ

ルとして用いた薬物は，セフォセリスというβ -ラク

タム系の抗生物質であり，発売後，けいれんの副作用

が非常に起こりやすく，特に高齢者や腎機能悪化時に

はそれが顕著になると報告され，緊急安全性情報も発

信されました。そこで，ラットをモデルとし，汎用さ

れるβ -ラクタム系抗生物質であるセファゾリンとの

血液脳関門透過性を，ブレインマイクロダイアリシス

法を用いて比較すると，セファゾリンは血液脳関門を

透過しないが，セフォセリスは血液中濃度の 10～ 20

％程度が線条体細胞外液から検出され，さらに，腎不

全モデルでは線条体および血液中いずれからもセフォ

セリスの消失が遅延しました。海馬内へのセフォセリ

ス投与により，細胞外液中への著明なグルタミン酸放

出が認められたが，けいれんは誘発されず，一方で，

末梢静脈からの高用量のセフォセリスの全身投与では，

けいれん誘発は認められたが，海馬でのグルタミン酸

放出は認められませんでした。このことから，セフォ

セリスは直接興奮性アミノ酸の放出を促進してけいれ

んを起こしているのではなく，恐らくGABA受容体

への拮抗作用に起因しているものと考えられました。 

　当初，北海道薬科大学への転職にあたって，果たし

て自分の力が活かされるものであるのかどうか非常に

不安でしたが，多くの方々のご支援，後押しを受けて

決断するに至りました。今後は，旭川医科大学病院に

おける薬剤師臨床業務をとおして，北海道薬科大学の

教育において，日々変化する臨床現場に即した知識と

技術を身につけた薬剤師の育成を目指していければ幸

いと思います。また，現場のニーズおよび現場での新

たな多くの試みを，本学の教員の皆さんにも随時伝え

ていければと考えています。 

　研究面では，感染制御に用いる薬剤のより適正な使

用法の探索を中心に，日々の薬剤師業務から得られる

臨床的問題を基礎から解明し，これを再び臨床にフィー

ドバックできるような方向で進めていきたいと思って

います。 

実務家教員としてのチャレンジ 
薬物治療学分野　講師　大滝　康一 
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Huddingeキャンパス大学病院入口 

病院の廊下に突如現れるオブジェ 

　私の乗ったロンドン発の飛行機は，若干の遅れを伴

いストックホルムのアーランダ空港に到着しました。スー

ツケースを受け取り，不安を胸に最後の自動ドアに足

を踏み出した先には，迎えにきてくださったラボの先

生のお姿が…。今でも，まるで昨日のことのように鮮

明に思い出されます。 

　スウェーデンは，北と西はノルウェー，東はフィン

ランドに囲まれた南北に長い王国です。首都ストック

ホルムは，東部沿岸中央よりやや南に位置しています。

例年，大雪のために交通麻痺をおこす日が1度はある

と聞いていましたが，今年は250年に 1度の暖冬だっ

たそうで，雪は降るものの積もることは，ほとんどあ

りませんでした。 

　このストックホルム郊外に建つカロリンスカ研究所

は，“To improve human health”をモットーとする世

界最大の医学系単科教育研究機関です。ノーベル生理

学・医学賞の選考委員会があることで知られています。

カロリンスカ研究所は2つのキャンパスを有しており，

1つはストックホルム北部郊外のSolna（ソルナ）に，

そしてもう1つは南西部郊外のHuddinge（フディンゲ）

にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　私の留学先である臨床薬理部門は，Huddingeキャ

ンパス内の大学病院の中にあります。Anders Rane教

授はこの部門の責任者であり，過去には本学猪爪信夫

教授の留学を受け入れてくださっています。臨床薬理

部門では，薬物代謝酵素の遺伝子多型が及ぼす薬物代

謝への影響，薬物代謝の人種差およびそれらの薬理効

果発現に対する影響について研究しています。これら

の研究は，博士取得を目指している大学院生と海外か

らの留学生が主に担っており，スウェーデン人のみな

らず，ロシア，セルビア，ウガンダなど，さまざまな

国籍の研究者たちが机を並べています。近年はカロリ

ンスカ研究所であっても研究費の確保が厳しいようで，

国や財団からのグラント（補助金）を得ることが，研

究を継続する上で必須とのことです。ちなみにスウェー

デンの公用語はスウェーデン語ですが，ほとんどすべ

てのスウェーデン人がきれいなイギリス英語を話し，

スウェーデン人以外が参加するミーティングやセミナー

は英語を使って行われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　Andersグループは，主に循環器系疾患やメタボリッ

クシンドロームにおける薬理遺伝学について研究して

います。私は，高コレステロール血症薬フルバスタチ

ンのシトクロムP-450（CYP）を介した代謝および薬

物相互作用について，ヒト肝ミクロソームを用いた系

により検討を加えました。その結果，一部の高血圧薬

がフルバスタチン代謝経路における複数のCYPを阻

害することが明らかになりました。さらにこの研究過

程で，フルバスタチンの代謝を介するCYP分子種に

関して新しい知見を得ることができました。また，更

なる検討が必要な項目に関しては，今後も本学とカロ

リンスカ研究所の共同研究として継続できることとな

りました。一方，語学力に関しては，スウェーデン出

発前に夢見ていたおぼろげな私の姿には到底及びませ

んでしたが，少なくとも英語でコミュニケーションを

取ることに関する度胸だけはつきました。 

　今は，与えて頂いた貴重な留学の機会を有意義に過

ごせたことに安堵しているところです。後は，この1

年間で得られた様々な経験を，どのように教育・研究

にフィードバックするかが私の課題と考えています。 

カロリンスカ研究所留学報告 
薬剤学分野　講師　戸田　貴大 
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AEDの使用法講習 

食事介助講習 

グループ学習と発表会 

 

 

　「医療人GP」に選定された本学の取組「臨床能力を

育む地域体験型学習とその支援」の中で，平成 20年

度は6月各週を「医療人ウィーク」と称し，第1，2週

で1年次のアーリーエクスポージャー（早期体験実習）

と2年次の介護・養護施設等での体験学習を，また第3，

4週で3年次の医療関連施設での経験学習を行いました。

3年次の経験学習は今年度が初めての実施でした。また，

実習実施前の導入実技として，1～3年次学生全員が，

心肺蘇生訓練人形を用いた心肺蘇生法および自動体外

式除細動器（AED）の使用法について学びました。昨

年度末に本実習科目の担当教員全員が赤十字救急法救

急員資格を取得し，小樽地区日赤救急指導員の方とと

もに学生の指導に当たりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　1年次のアーリーエクスポージャーの実施に際しては，

事前に実習ガイダンス，マナー講座を開講し，さらに

現場薬剤師が薬剤師業務に関する特別講義を2回行い

ました。アーリーエクスポージャーは，病院および薬

局における薬剤師業務を体験するのが目的で，北海道

全域の56病院および159薬局にご協力いただきました。 

　2年次体験学習は昨年度と同様に北海道全域の介護・

養護施設等（124施設）で 5日間行いました。事前の

外部講師による3回の特別講義の内容は「介護・養護

施設等の実際」，「現場に臨むに必要な視点」，「ボラン

ティア活動のすすめ」でした。また事前学習では車椅

子操作訓練，食事介助の習得，手話講習などを行いま

した。さらに今年度は，3年次学生が前年度体験学習

での経験を，2年次学生に伝えるエイジミキシング学

習を取り入れました。3年次学生は伝えることで自分

の経験をより深く理解でき，2年次学生は先輩の体験を，

学習目的の理解や自己目標の設定に役立てることがで

きたようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　本年度初めて実施した3年次経験学習は，薬剤師の

職種を広く知ることに主眼をおき，地域における医療

関連施設の機能や役割，施設間連携などを学ぶことを

目的として行われました。経験学習は 1，2年次で学

習した施設に加え，保健所，製薬会社，ドラッグスト

ア，夕張医療センター，日本赤十字社血漿分画センター

など北海道全域の多様な施設の協力を得て5日間にわ

たり実施しました。5回の導入講義では，施設におけ

る薬剤師の業務・役割および具体的な実習内容などに

ついて講義を受けました。その後，配属施設ごとのグ

ループで事前学習を行い，学習テーマ・自己目標の設

定あるいは実習目的をグループで発表し，目標を明確

にした後，学習に臨みました。実習終了後は，全員が

体験学習活動報告書を作成し，体験した内容を報告会

で発表しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　報告会，報告書，アンケート結果，施設からの学生

評価から，今年度の1～ 3年次の体験型学習は，学習

の目的の理解あるいは学習施設での自己目標の設定は

各学年とも十分でき，意欲的に取り組んだ学生が多かっ

たと感じました。しかし，一部の施設からはマナー，

積極性，コミュニケーションに問題がある，あるいは

平成20年度「医療人GP」の取組報告 
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学習の目的・自己目標の理解がまだ不十分などの意見

が寄せられました。学生からは，今後の勉学に対する

モチベーションが高まった，各種施設における薬剤師

の役割を理解できた，将来出身地で薬剤師として活躍

したい，他スタッフや利用者とのコミュニケーション

の重要性を感じた，マナーの重要性を感じた，大学で

は学べない事項が多かったなどの感想が寄せられ，各

学年で期待した以上の成果が見られました。 

　このように，「1～3年次の体験型学習を通じ，北海

道における地域医療への理解を深め，地域医療への参

画を志向する学生を養成し，医療人としての基本的セ

ンスと倫理観を醸成すると共に，患者と共感できる薬

剤師を養成する」という「医療人GP」の目標はほぼ

達成できたと思われます。次年度は施設からの意見，

学生アンケート結果・要望を考慮し，さらに充実した

実習を行いたいと思います。また，「医療人GP」の取

組みで得た経験が，5，6年次で行われる実務実習につ

ながることを期待します。 

　なお，「医療人GP」の取組と成果を広めるために，

昨年度は北海道内 4都市（北見，函館，旭川，帯広）

で「『医療人GP』フォーラム」を開催しましたが，本

年度は，11月1日（土）に札幌市（北海道厚生年金会館）

で開催する予定です。 

 

 

 

　6年制薬学教育では，参加型の長期実務実習が行わ

れます。参加型実務実習を行うために必要な知識・態

度・技能を確認するための試験が薬学共用試験です。

平成22年度から始まる5年次学生の実務実習に先立ち，

平成21年度末には全国の薬系大学・薬学部6年制課程

の4年生が一斉に薬学共用試験を受験します。 

　薬学共用試験には知識を確認するCBTと態度・技

能を確認するOSCEがありますが，本学では7月12日

（土）と13日（日）の2日間にわたってOSCEのフルトラ

イアルを実施しました。4年制課程の 4年生 181名が

受験者となり，模擬患者として桂岡・銭函地区の皆様

を含む 25 名，評価者として本学教員，他大学教員，

北海道薬剤師会および病院薬剤師会から合計 83 名，

その他運営スタッフも加え総勢376人の規模で行いま

した。 

　今回のトライアルでは「計数調剤（錠剤）」「計量調

剤（軟膏剤）」「輸液調製」「調剤薬鑑査」「来局者応対」

「情報の提供」の 6項目を試験し，すべて薬学共用試

験センターから提供された課題を用いました。今回の

結果を踏まえ，学内での実習内容，評価方法について，

さらにブラッシュアップしていくことになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　文部科学省の選定委託事業である，北海道薬科大学

『薬学教育 6年制導入に伴う薬剤師学び直しのための

教育支援プログラム』の平成20年度技能コースが，9

月13日（土）と14日（日）の両日に実施された「薬歴管理」

で終了しました。10月からは，下表に示す内容で講義

コースが始まります。 

　講義コースはヒューマンアカデミー札幌校（アスティ

45ビル）で開講され，専門分野の医師による病態・診

断解説と専門分野の薬剤師による薬物治療解説の講義

を行います。受講生は，技能コースを9月までに修了

している平成20年度前期受講生と講義コースからスター

トする平成20年度後期受講生の計41名が参加する予

定です。 

 

OSCEのフルトライアルを実施 

「薬学教育6年制導入に伴う薬剤師学び直しの 
ための教育支援プログラム」講義コース始まる 

開講日 
平成20年 
10月18日 
（土） 

平成21年 
1月17日 
（土） 

11月8日 
（土） 

12月13日 
（土） 

2月14日 
（土） 

3月14日 
（土） 

講義内容 医　師 

糖代謝 
異常疾患 

肝・胆管系 
疾患 

脂質代謝 
異常疾患 

循環器系 
疾患 

骨・間接系 
疾患 

皮膚・ 
アレルギー系 
疾患 

柳澤克之 
（市立札幌病院・糖尿 
病内分泌内科・部長） 

伊藤博史 
（旭川医科大学・ 
准教授） 

野村憲和 
（本学・教授） 

大竹孝明 
（旭川医科大学・ 
講師） 

熱田裕司 
（旭川医科大学・ 
講師） 

高橋英俊 
（旭川医科大学・ 
講師） 

薬剤師 
毛利智彦 
（時計台記念病院・ 
薬局長） 

大滝康一 
（本学・講師） 

早川　達 
（本学・教授） 

山田武宏 
（旭川医科大学病院） 

山下恭範 
（旭川医科大学病院） 

井上正朝 
（旭川医科大学病院） 

－5－

Vol.1032008.10.1



－6－

P U B L I C  R E L A T I O N S  M A G A Z I N E

北 薬 大 情 報
北 海 道 薬 科 大 学 広 報 部

K
A
T
S
U
R
A

平成19年度　学部卒業生の進路状況 
（平成20年 6月19日現在） 

注：（　）内の数値は，卒業生総数に対する％ 

卒業生総数 

就職者総数 

 

 

 

 

 

 

大学院進学 

未定・その他 

95 

59 

39 

19 

0 

0 

0 

1 

26 

10 

 

（100.0） 

（  62.1） 

 

 

 

 

 

 

（  27.4） 

（  10.5） 

91 

73 

44 

27 

1 

0 

0 

1 

8 

10

（100.0） 

（  80.2） 

 

 

 

 

 

 

（    8.8） 

（  11.0） 

186 

132 

83 

46 

1 

0 

0 

2 

34 

20

（100.0） 

（  71.0） 

 

 

 

 

 

 

（  18.3） 

（  10.8） 

薬局 

病院 

製薬企業等 

医薬品卸 

治験 

公務員 

就
　
職
　
先 

男子 女子 合計 

 

 

　平成 19年度卒業生に対する薬局・病院・製薬企業

等からの求人数は前年度とほぼ同程度の814件で，内

訳は薬局 349件（道内 62件，道外 287件），病院 408

件（道内122件，道外286件），製薬企業31件，医薬

品卸業6件，化学製造業4件，血液センター1件，臨

床検査等15件でした。 

　下表に卒業生186名の進路をまとめました。大学院

進学，研修生および就職希望なしを除くと，就職希望

者は136名で，そのうち132名の就職が決定していま

す（6月19日現在：決定率97.1％）。進路状況の未定・

その他の欄は，就職希望なしおよび薬剤師国家試験不

合格のために就職を辞退した人たちです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　6年制薬学教育や医療の高度化に伴い，薬剤師の役割，

業務が変化してきており，薬剤師に対する新しいニー

ズが生まれてくると思われます。自らの適正，将来の

生活設計を考え，「自分はどのような薬剤師になりた

いのか」を見極め，就職先を選択する必要があります。

本学に寄せられる求人数は例年800件を超え，有効求

人数は約 20倍と多く，さまざまな病院，薬局さらに

は薬系企業の中から選択することが可能です。自分に

合った職場を見つけるために，就職資料室や進路支援

システムの活用による早期の情報収集が重要です。ま

た，3年次学生を対象とした自由科目セミナー「医療・

福祉等関連施設におけるインターンシップ」を実施し

ています。この自由科目は薬剤師が活躍している職域・

職種を検討する際に有用です。 

　病院，薬局あるいはドラッグストアに限らず，保健

所，製薬会社，医薬品卸会社，臨床試験受託会社など，

薬剤師が十分に力を発揮できる職場は沢山あります。

学生の皆さんは5年後，10年後の自分を思い描きなが

ら，就職活動に臨んでください。 

　なお，平成19年度卒業生の就職先は次のとおりです。 

病　　院 
【北海道内】［札幌］NTT東日本札幌病院，（医）五月会　小

笠原クリニック札幌病院，北海道公立大学法人　札幌医科

大学附属病院，（医）社団康和会　札幌しらかば台病院，社

会福祉法人札幌慈啓会　慈啓会病院，（医）菊郷会　札幌セ

ンチュリー病院，（医）徳洲会　札幌徳洲会病院，（医）徳洲

会　札幌東徳洲会病院，（医）新さっぽろ脳神経外科病院，（医）

渓仁会　定山渓病院，（医）渓仁会　手稲渓仁会病院，（医）

澤山会　手稲病院，（医）東札幌病院，（社）北海道勤労者医

療協会，北海道厚生農業協同組合連合会，（医）北海道整形

外科記念病院，（医）讃生会　宮の森記念病院，特定（医）社

団カレスサッポロ　北光記念病院，札幌逓信病院　［恵庭］

（医）北晨会　恵み野病院，（医）社団恵庭南病院　［函館］

社会福祉法人函館共愛会　共愛会病院，（医）富田病院　［旭

川］（医）社団旭川圭泉会病院，JA北海道厚生連　旭川厚生

病院，（医）社団慶友会　吉田病院　［北見］（医）オホーツク

勤労者医療協会　北見病院 

【北海道外】［青森］社団法人慈恵会　青森慈恵会病院　［宮

城］（医）永仁会　永仁会病院，（財）宮城県成人病予防協会

　仙台循環器センター　［福島］（財）星総合病院　［栃木］

獨協医科大学病院　［埼玉］（医）社団愛友会　上尾中央総合

病院　［東京］（医）徳洲会　東京西徳洲会病院　［長野］長

野県厚生農業協同組合連合会　長野松代総合病院　［静岡］

特定（医）沖縄徳洲会　静岡徳洲会病院　［岡山］倉敷医療

生活協同組合　総合病院水島協同病院 

薬　　局 
【北海道内】［札幌］㈱イトウファーマシー，㈱ナカジマ薬局，

㈱ファーマホールディング，北海道クラフト㈱，㈱日本ケ

ミカル，㈱パルス，㈱メイプル，㈱アインファーマシーズ，

㈱サッポロドラッグストアー，㈱ツルハ　［名寄］㈱名薬

調剤センター　名寄調剤薬局　［苫小牧］㈱センター薬局

グループ，苫小牧市民薬局㈱　［釧路］ミドリ調剤薬局 

【北海道外】［青森］中央薬品㈱，　㈲斎藤調剤薬局，㈱アポ

テック，サン調剤薬局グループ　サン調剤薬局　［秋田］

㈱アミック，㈲クローバー薬局，㈱ファーマックス　［宮城］

㈱仙台調剤　［福島］　㈱コスモファーマ　［岩手］㈱ライ

ブリー　［山形］下島薬局　［新潟］㈲コム・メディカル　

［茨城］寺島薬局㈱，㈱セントフォローカンパニー　［栃木］

㈱パワーファーマシー　［東京］アポロメディカルホールディ

ングス㈱　アイランド薬局，㈱富士バイオメディックス，

ファーマライズ㈱　［神奈川］薬樹㈱　［埼玉］ウエルシア

関東㈱　［静岡］㈱杏林堂薬局　［石川］㈱クスリのアオキ

　［大阪］㈱フロンティア　［兵庫］　㈱アライドハーツ・ホー

ルディングス，㈱アルバ　［広島］㈲のぞみ薬局　［福岡］

総合メディカル㈱　［佐賀］㈱ミズ溝上薬局 

製薬企業 
【北海道外】ノバルティスファーマ㈱ 

官 公 庁 
【北海道内】北海道職員，北海道厚生局麻薬取締部 

平成19年度学部卒業生の就職状況 
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　昨年度導入した「進路支援システム」の専用サイト

に，本学ホームページの就職サイトからのアクセスが

可能になりました。求人情報，各種就職情報などは，

在学生とともに卒業生の皆さんも利用でき，携帯電話

による情報検索も可能です。「薬剤師免許取得済みの方，

急募」などの急ぎの求人も登録者の携帯に発信する予

定です。就職サイトの利用を希望する卒業生は，件名

に進路支援システム登録希望と記し，本文に氏名，生

年月日，卒業年次，PCまたは携帯メールアドレス（両

方利用可能），パスワード（半角英数字 6文字以上）

を記入したメールを学生課（gaku@hokuyakudai.ac.jp）

までお送りください。「進路支援システム登録完了」

の返信メールが届き次第，利用可能となります。なお，

登録者の個人情報の漏洩・流出や不正利用に関しては

厳格なセキュリティ管理を行っています。 

 

 

 

　学生個々の特質に応じた教育をより効果的・効率的

に実践し，学生の「自律学習能力」を養うことを目的

に，修学支援総合システムを導入します。 

　このシステムは出席管理システム，学生カルテシス

テム，学生ポータルサイトシステム，コンテンツ作成

システムから構成されます。本年9月から出席管理シ

ステムの運用が開始され，全体の運用は来年1月から

の予定です。 

　出席管理システムは，各授業の出席状況を学生証（IC

カード）とカードリーダにより自動集計します。学生

カルテシステムは，学生データを共有・閲覧するため

のもので，出席・生活記録簿・適性検査・指導記録等

のデータを集約します。学生ポータルサイトシステム

は学生・父母・教職員がその目的に応じて本システム

を閲覧・利用する際に窓口の役割や電子掲示板として

の機能を有します。コンンテンツ作成システムは授業

のポイントや課題などをネットワーク上で学生に提示

するためのシステムですが，その他に授業を撮影・保

存し，教員相互で授業を閲覧できる機能も有します。

これは授業内容の改善のために有用です。 

　本システムは個人情報保護のもとに運用され，学生・

父母・教職員がそれぞれの立場で必要な情報を閲覧・

編集・保存できるものです。これによりクラス担任・

科目担当教員が指導に必要な資料を即座に閲覧でき，

学生・教員間のコミュニケーションをより緊密にする

ことができます。 

 

 

　全教職員が大学の運営方針を共有し，大学の改善に

主体的に関わることによってよりよい大学になること

を目指す「大学改善プロジェクト」が発足しました。

本プロジェクトでは，教職員が数名ずつのグループに

わかれ，大学の運営に関する様々な課題を討議し，具

体案を提案するものです。現在までに2回のグループ

討論が行われました。 

　第1回は主に入試・広報にテーマが絞られ，41件の

改善案が提案されました。各提案は対応する部局にお

いてそれぞれ検討されましたが，一部局で対応できな

いものについては関連する部局の合同部会で協議され

ました。提案された改善案の約4割が採択され，すで

に一部が実施されているなどの理由で5件が却下され

ました。残りの提案については中長期的な課題として

継続して討議すべきものとされました。 

　なお，第2回のグループ討論により提案された改善

案については，各部局で現在検討中です。 

 

 

 

　大学運営や教育などに関する学生からの提案・要望

を汲み上げ，よりよい学内環境をつくるために「提案

箱～わたしのひとこと」を設置しました。投函は原則

記名とし，提案・要望に対して担当部署が回答します。 

　今までに学生から寄せられた提案等の内容は「教室・

体育館の暖房に関する要望」が 22件と最も多く，次

に「スクールバスの運行に関する要望」9件，「C棟の

カップ麺販売機設置要望」5件，「食堂・売店への要望」

4件，「講義に関するもの」2件，「その他」8件でした。

これらの提案・要望等についての回答は，計5回掲示

により行いました。 

　学生の提案・要望等

はできるだけ前向きに

検討していますが，な

かにはさまざまな事情

で実現が困難なもの，

多大な経費がかかるため，

早急な対応が難しく実

現まで数年を要するも

のもあります。一歩ず

つ改善に向けて取り組

んでいきたいと考えて

います。 

提案箱　わたしのひとこと 

就職サイトで卒業生の就職・転職をサポート 「大学改善プロジェクト」が発足 

「提案箱　わたしのひとこと」を設置 

修学支援総合システムを導入 



 

 

　今年度の第1回「医療人デー」が5月16日（金）と30

日（金）に開催され，本学学生が「将来医療人となるこ

とを意識し，医療人としてふさわしいメイク方法とスー

ツの着こなし方を習得する」ことを目的として，1年

生を対象に2つのセミナーを実施しました。 

　セミナー終了後のアンケートでは，「良かった」と

の回答が男子学生に対するスーツの着こなしセミナー

で96.8％，女子学生に対するメイクアップセミナーで

99.0％ありました。今回は他の学年が参加できない時

間帯での開催でしたが，秋期には全学年を対象に同様

のセミナーの開催を予定しています。また，今後は少

人数セミナー，ヘアメイク（髪型），マナー，言葉の

使い方など学生からの希望が多かったセミナーを企画

していく予定です。 

 

 

 

　本年度の桂青会役員および委員が以下のとおり決定

しました。 

〔学生委員〕委員長：村尾優（2年），副委員長：寺西

哲哉（1年），議長：吉田誠（3年），副議長：海老

原政信（3年），書記：久保葉月（2年），北島彩郁（2

年），委員：阿部桂祐（1年），川和田百華（1年），

菅野貴寛（1年），船水勇佑（1年），倉田蓉子（2年），

佐藤瑠美（2年），木皿恵実（3年），鶴舎真奈美（3年），

野澤晃祐（3年），三浦裕太朗（3年），石原靖浩（4年），

瘧師久貴（4年），塚田智也（4年），藤本聖人（4年），

元茂拓法（修士1年），岩山訓典（修士1年），茂木

俊朗（修士2年），工藤誠一朗（修士2年） 

〔監査員〕越野早紀（1年），岡周（2年），鈴木志緒子（3

年） 

〔執行部員〕部長：村尾優（2年），副部長：浅野裕章（2

年），部員：阿部なつき（1年），川和田百華（1年），

菅野貴寛（1年），越野早紀（1年），寺西哲哉（1年），

戸村恵梨（1年），山本萌（1年），吉田美咲（1年），

石郷友之（2年），逢坂信孝（2年），川上麻衣子（2年），

佐藤まりか（2年），中川忍（2年），西本朋世（2年），

原口真智子（2年），荒谷陽子（3年），遠藤智子（3年），

中村香織（3年），長嶋恵（3年），前川静香（3年） 

〔体育局〕局長：末永祐規（3年），副局長：須田晃史（3

年） 

〔文化局〕局長：菊地貞三（3年），副局長：木村有里（3

年） 

 

 

 

 

　本学では平成 5年度より，1年次に早期体験実習が

行われていましたが，6年制課程に移行後は年次の進

行にともない学外での体験実習が1～ 3年次まで拡大

されました。このような体験実習で協力して頂いてい

る多くの施設との連携を深めるために，桂青会ではボ

ランティア体験を行っています。 

　現在，9月 6日～ 11月 23日までの土日を中心に 25

日間，手稲区役所保健福祉課主催の「知的障がい者等

を対象としたホームヘルパー養成事業」に2名の学生

が支援者として参加しています。また10月 4日（土）に

は科学研究部が星置養護学校の星置フェスティバルに

おいて，子供でも一緒に楽しめる簡単な科学実験を行

います。今後も銭函近郊を中心として活動を行い，徐々

に地域を拡大していく予定です。 

 

 

 

 

　6月 29日（日）ゆうばり市民会館にて開催された「こ

どもの絵本フェスティバル in夕張」に，本学教員6名

と学生ボランティア 10名がスタッフとして参加しま

した。このイベントは夕張子ども文化の会，活字文化

推進会議主催，読売新聞北海道支社主管（支社発刊50

周年記念事業）で開催された一大イベントで，NHK

をはじめ多くのメディアが取材に訪れていました。落

合恵子さんらの講演や絵本作家義史のトークショー，

木村祐一さんのしかけ絵本ワークショップ，絵本展示

など親子が楽しめる企画で，全道より700名をこえる

参加者が集まりました。 

　北海道薬科大学は，このイベントに協力して「母子

のお薬相談コーナー」を開設し，参加者のお子様，ご

家族の病気やお薬に関する相談受付，本学協力により

発行している健康情報誌「まちアポ」の配布を行いま

した。 

　また，本学のボランティアSSS部を中心に 10名の

学生ボランティアが本イベントに運営ボランティアと

して参加するなかで，地域のかたがたと交流を深める

ことができました。本学では今後も地域薬剤師会と連

携し，このような地域健康支援活動を継続して行って

いく予定です。 

第1回　医療人デーを開催 桂青会による 
地域連携ボランティア体験報告 

「こどもの絵本フェスティバルin夕張」に 
参加 

平成20年度　桂青会役員が決定 
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　本学と手稲渓仁会病院との共同研究の成果を発表し

た論文が，平成 20年度日本医療薬学会論文賞を受賞

しました。授賞式は9月 21日（日），札幌コンベンショ

ンセンターにて開催された第 18回医療薬学会年会総

会で行われました。 

著　　者：本郷文教，戸田貴大，�田寛奈，洞田克己，

佐藤誠二，黒澤菜穂子，大和田榮治，田中繁道 

受賞論文：『高齢糖尿病患者に対するメトホルミン使

用に関する薬物動態学的および薬力学的評価』医療

薬学　33（1）：8-14（2007） 

 

 

 

　基礎教育部語学分野の山田惠教授に9月25日（木）付

けで北海道大学より博士（文学）が授与されました。

博士学位論文「日本語母語の大学生における英単語の

音読方略」は，日本語母語話者が英単語を読み分ける

時の，文字音韻変換（grapho-phonological recoding）

の一般的特性と，その特性の形成にかかわる要因を，

認知心理学的観点から論じたものです。 

 

 

 

 

　5月 24日（土），社団法人札幌薬剤師会第17回通常総

会で，本学の大和田榮治学長が表彰され，三浦洋嗣会

長から表彰状と記念品が授与されました。大学関係者

が表彰されたことは例がなく，本学の薬剤師養成教育

の中で，大和田学長が学生の実務実習を通じて札幌薬

剤師会との連携強化に努めたことが評価されました。 

 

 

 

　平成 21年度大学院修士課程の推薦入学試験が 8月

18日（月）に実施され，生物薬学専攻5名，臨床薬学専

攻 6名が合格しました。5名の生物薬学専攻の合格者

のうち3名は実務研修の希望者でした。なお，修士課

程の一般入試（1次）と社会人入試は11月1日（土）〈出

願期間は10月 17日～24日〉，修士課程の一般入試（2

次）と博士後期課程入試は平成21年 2月 20日（金）〈出

願期間は2月6日～13日〉に実施します。 

　平成20年度の「教育研究奨励費」（総額3,995千円）の配分が決定しました。応募総数は35件，採択数は12件

でした。 

分野（施設）名 

薬学教育 

臨床薬剤学 
 

薬剤学 

薬剤学 

語学 

 
医薬化学

 

物理学 
 

医薬化学 
 

公衆・環境衛生学 

薬学教育 

薬事管理学 

臨床薬剤学 

職　名 

教　授 

講　師 
 

教　授 

講　師 

教　授 

 
教　授

 

教　授 

 

講　師 

 
准教授 

准教授 

准教授 

助　教 

氏　　名 

高橋　和彦 

山下　美妃 
 

猪爪　信夫 

丁野　純男 

（代表）神　久聡 
 

（代表）坂東　英雄 

中野　善明 

 

今井　幹典 
 

丹保　好子 

石突　諭 

野呂瀬　崇彦 

守屋　寛之 

教育研究課題名 

全国レベルにおける本学新入生の国語及び英語の学力の把握 

米国ノースカロライナ大学薬学部及び同附属病院における薬剤師教育並びに 

薬剤師業務に関する研修 

血漿中リトドリン濃度を指標とする切迫早産治療法の最適化 

細胞内標的指向型siRNA製剤の開発 

薬学教育6年制に向けた英語力向上のための支援プログラム 

―TOEIC受験をめざして―（共同継続研究） 

「染料・薬用植物フォーラム」におけるビズサイエンスカフェの開催（本学会場） 

第9回青少年のための公開シンポジウム「創造科学実験」 

平成20年北海道物理教育研究大会 

外部配位子添加による遷移金属触媒を用いた不活性C-H結合活性化による 

C-C結合形成反応 

糖代謝中間体による血管内皮傷害に関する研究 

薬学共用試験CBT対策の自主学習システムの構築 

Action Research theoryに基づく体験型教育の実践 

塩酸イリノテカン投与時における効果・副作用発現の個体差に関する研究 

「医療薬学会」論文賞を受賞 

平成20年度「教育研究奨励費」が決定 

大和田榮治学長が 
社団法人札幌薬剤師会から表彰 

大学院修士課程推薦入学試験の結果 

山田惠教授に学位授与 
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ビズサイエンスカフェおたる 

 

 

　第 76回北薬特別講演会が平成20年 7月 18日（金）に

開催されました。発表内容は以下のとおりです。 
● 平成 19 年度本学教育研究奨励費採用者（野呂

瀬崇彦准教授）「1年次学生における問題発掘型

PBLチュートリアルの実践」 
● 丁野純男講師「ノースカロライナ大学に留学して」

（帰朝報告） 

　第77回北薬特別講演会が平成20年 9月 12日（金）に

開催されました。発表内容は以下のとおりです。 
● 平成 19 年度本学教育研究奨励費採用者（丹保

好子准教授）「酸化ストレスに関する研究～自由

科目のメンバーと共に～」 
● 戸田貴大講師「カロリンスカ研究所留学報告」（帰

朝報告） 

 

 

 

　平成20年度体育大会（実行委員長3年　末永祐規君）

が7月 4日（金）・5日（土）に開催されました。天候に恵

まれ，2日間の参加のべ人数は 360名にのぼり，大変

な盛り上がりの中，熱戦が展開されました。 

　金曜日はクラスの親睦を深めることを目的に，クラ

ス対抗でソフトバレーと玉入れが行われ，総合優勝は

伊藤（慎）クラス，準優勝は岡　クラスでした。入賞チー

ムには豪華賞品が，参加全チームに参加賞が授与され

ました。 

　土曜日は昨年同様，有志チームによるバレーボール，

バスケットボール，ソフトボールの試合がありました。

参加チームはいずれもハイレベルで優勝賞品を目指し

て白熱した試合が行われました。優勝チームはバレー

ボールが「マザコン」，バスケットボールが「エリカ

様とパパ」，ソフトボールが「くぉーく＆ヘタレ氏」で，

上位4チームに豪華賞品が授与されました。 

 

 

 

　8月 2日～ 14日にわたり，北海道の各地で「染料・

薬用植物フォーラム」のシンポジウムや展示会が開催

され，その一環として「ビズサイエンスカフェおたる」

が8月 2日（土）に本学で行われました。遠くは滝川や

苫小牧からの参加者も含め，約80名が集まりました。 

　テーマは「毒にも薬にもなる植物のはなし」で，坂

東英雄教授による「アイヌ民族の植物利用―痛み止め

のくすりを中心に―」と梅田純代講師による「アロマ

セラピー入門」の2講演が行われ，参加者はトリカブ

トを減毒したものが薬用に使われていることに驚いて

いました。 

　また，ラベンダーオイルを使った芳香剤作りや，薬

用植物園の見学会も行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　10 月 11日（土）に，同窓生が年に一度母校に戻り，

母校との絆を深めることを目的として「北海道薬科大

学Homecoming 2008」を開催することになりました。 

　当日は，下記内容の講演会を中心に，臨床講義棟見

学会も予定しています。また，大学祭も開催中ですの

で，同窓生が在学生・教職員と交流を深めていただく

絶好の機会となります。 

 

Ⅰ．講演会（会場：北海道薬科大学　418教室） 
　第一部（15：00～） 

　　演　題：コーチングの理論と医療分野への活用 

　　講　師：野呂瀬　崇彦（北海道薬科大学准教授） 

　第二部（16：00～：「第88回薬剤師教育研修会」 

　　　　　ならびに「同窓会創立30周年記念講演会」） 

　　演　題：医学・医療の品格 

　　講　師：久道　茂（宮城県対がん協会会長） 

Ⅱ．臨床講義棟見学会 
開始時刻：14：00からと17：30からの2回 

北薬特別講演会を開催しました 

体育大会を開催しました 
「北海道薬科大学Homecoming 2008」 

のお知らせ 

「ビズサイエンスカフェおたる」を開催 
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　平成 20年度父母懇談会は 10月 12日～ 26日の土・

日曜日に，下表の日程で道内6都市，東北4都市，東京，

名古屋および本学の計 13会場で開催します。父母と

教員の懇談では，前期定期試験の結果，進級および卒

業について，大学における学生生活の状況や友人関係

など幅広い内容が話し合われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　6月 20日（金）に札幌ガーデンパレスにおいて本年度

第1回目の父母後援会幹事会が開催され，下表のとお

り平成20年度の父母後援会役員が決定しました。 

父母役員「正会員」 
会　長：小池　智彦 

副会長：西本　久美子 

幹　事：宍戸　公美，大岩　義典，堀内　健一， 

升井　正元，山口　公治，山岡　宏海， 

我妻　尚広，佐藤　秀幸 

監　事：中村　美智子，宗像　  肇 

大学教職員役員「特別会員」 
副会長：佐藤　重一（学生部長） 

幹事（総務担当）：島森　美光（学生部主任）， 

　　　　　　　　  横井　啓寿（学生課長） 

幹事（学務担当）：渡辺　泰裕（教務部長）， 

　　　　　　　　 渡辺　昌美（教務課長） 

幹事（就職担当）：渡辺　一弘（就職部長）， 

　　　　　　　　 佐久間　和則（学生係長） 

幹事（財務担当）：田中　三栄子（学生部主任）， 

　　　　　　　　 谷口　勇司（総務課長） 

 

 

 

　平成 20年度前期授業アンケートの集計結果がまと

まりました。授業アンケートは，「授業のわかりやすさ」，

「授業の工夫」を学生の皆さんが評価することによって，

授業改善を図ることを目的として行われています。前

年度までの授業アンケートは，自由投函により回収し

ていましたが，残念ながら回収率が徐々に低下してし

まいました。本年度前期は，回収率を上げ，より多く

の学生の声を集約するため，授業の時間にアンケート

の冊子を配付し，時間内に回収するようにしました。

また，時間内に書き上げることができなかった学生は

自由投函による回収を行いました。その結果，回収率

は向上し，1年生92.4％，2年生84.4％，3年生81.0％，

4年生78.8％でした。 

　講義科目の各質問項目に対する学年別の5段階評価

における平均値は以下のとおりでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　各学年で総合評価が最も高い必修講義科目は，1年

次「英語Ⅰ（加藤担当）」，2年次「有機化学Ⅱ」，3年

次「公衆・環境衛生学」，4年次「薬物治療学Ⅲ」でし

た。各授業の結果および各教員による授業改善目標の

レポートはホームページの学内専用欄に掲載していま

す。 

質問項目 1年 

この授業は，学習の目標が 
明確である。 

この授業内容は，授業計画 
（シラバス）に沿っている。 

この授業内容を 
理解できた。 

この授業のレベルは 
適切である。 

この授業内容の 
分量は適切である。 

教員の話し方が 
明確で聞き取りやすい。 

教員の説明は体系的でまとまりが 
あり，分かり易く説明していた。 

教員の授業に対する 
熱意を感じた。 

教員は学生が授業に集中 
できる雰囲気作りに配慮した。 

教材（プリント，視聴覚，板書など） 
の使用が効果的である。 

総合的に判断して， 
この授業は満足できる。 

問 1  

問 2  

問 3  

問 4  

問 5  

問 6  

問 7  

問 8  

問 9  

問10 

問11

3.75 

3.78 

3.49 

3.49 

3.44 

3.44 

3.46 

3.68 

3.57 

3.62 

3.56

2年 

3.48 

3.56 

3.26 

3.33 

3.26 

3.33 

3.36 

3.52 

3.45 

3.52 

3.40

3年 

3.61 

3.77 

3.36 

3.44 

3.40 

3.28 

3.29 

3.56 

3.38 

3.40 

3.43

4年 

3.49 

3.77 

3.33 

3.48 

3.35 

3.44 

3.37 

3.57 

3.57 

3.51 

3.42

全体 

3.56 

3.66 

3.34 

3.40 

3.32 

3.38 

3.38 

3.57 

3.50 

3.54 

3.45

父母懇談会の開催案内 平成20年度 
前期授業アンケート集計結果 

父母後援会役員が決定 

開催日 

10月12日（日） 

 

10月18日（土） 

 

 

10月19日（日） 

 

 

10月25日（土） 

 

 

10月26日（日） 

開催地 

本　学 

網　走 

釧　路 

伊　達 

旭　川 

帯　広 

函　館 

青　森 

秋　田 

名古屋 

盛　岡 

仙　台 

東　京 

 

北海道薬科大学 

網走セントラルホテル 

釧路プリンスホテル 

HOTEL ROYAL 

旭川グランドホテル 

十勝ガーデンズホテル 

フィトネスホテル330函館 

ホテル青森 

アキタパークホテル 

駅前モンブランホテル 

ホテルエース盛岡 

ホテルJALシティ仙台 

大森東急イン 

会　場 
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合格発表日 平成 20 年 11 月 20 日（木） 

合格発表日 平成 21 年 2 月 6 日（金） 

　平成21年度入試から「入学後，たばこを吸わないことを確約できる者」を出願資格に加えました。本学は，
国民の健康を守る医療人を育成するという立場から，平成15年度から入学生に禁煙教育を始め，平成18
年度からキャンパス内を全面禁煙にしました。医療人になる高い志を持った学生の入学を期待しています。 

出願資格に禁煙 

平成21年度学生募集要項（概要） 

　本年度の第1回オープンキャンパスが8月8日（金）

に開催されました。当日は，天候にも恵まれ，受

験生190名，ご父母・同伴者94名，計 284名が参

加しました。大学紹介，模擬講義，体験実習，薬

草園ツアーと盛りだくさんのスケジュールでしたが，

各項目を通して本学および薬学への理解を深めて

いただけたものと思います。なお，第 2回オープ

ンキャンパスは10月4日（土）に開催されます。 

第1回　オープンキャンパスを開催しました 

合格発表日 平成21年2月6日（金） 

合格発表日 平成 20 年 11 月 20 日（木） 

※エントリー受付は終了しました。 

■学校法人北海道尚志学園　北海道工業大学　北海道薬科大学　北海道自動車短期大学　北海道総合電子専門学校　北海道尚志学園高等学校　北海道自動車学校 

※出願資格、試験科目等の詳細は、入学案内書とと
もに配布している学生募集要項を参照してください。 

合格発表日 平成20年11月20日（木） 

基礎学力、面接 
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薬剤師認定制度認証機構からの認証状 

　北海道薬科大学は，平成 20 年 10 月 20 日付で薬

剤師認定制度認証機構から，北海道では初めての 

「生涯研修認定制度認証機関（生涯研修プロバイダ

ー）」として認証されました（認証番号：G10）。

全国では 10 番目，薬系大学では 6 番目の認証機関

となります。 

　薬剤師は日々進歩する医療と科学技術に対応し

て，生涯にわたり高度な知識と技能を維持すること

が必要です。生涯研修認定制度は，そのための自己

研鑽型学習を支援することを目的として，薬剤師職

能の向上をめざした各種の研修（講義，実習，遠隔

研修など）を企画，実施および評価し，成果に対す

る単位の給付ならびに一定水準の生涯研修の記録

に基づいて成果の認定を行う制度です。 

　この制度に基づいて研修を重ねた薬剤師には，本

学が「認定薬剤師証」を交付することによって，信

頼性の高い薬剤師であることが証明されます。 

　北海道薬科大学は今後，北海道における薬剤師生

涯研修のサポート拠点として，次のようなプログラ

ムを提供します。 

 
 

■　薬剤師に医療や薬剤師業務に関わる最新

の情報を提供する講座（薬剤師教育研修会

「薬剤師アップトゥデート講座」） 

 

■　病態生理と最新の薬物療法についての情

報を提供する講座（「病態・薬物治療フォロ

ーアップ講座」） 

 

■　薬剤師実務の向上を図るための技能修得

講座（「薬剤師スキルアップ講座」） 

 

■　薬剤師が必要とする様々な知識・技能を総

合的に修得するためのシリーズ化した講座

（「薬剤師ステップアップ講座」） 

 
 

　なお，生涯研修プログラムの提供開始は平成 21

年度からです。詳細な内容は本認定制度ホームペー

ジ（本学ホームページからお入りください）を閲覧

ください。 

　多くの薬剤師の皆様の参加をお待ちしておりま

す。 

　文部科学省の委託事業である「社会人の学び直しニ

ーズ対応教育推進プログラム」に選定された本学の「薬

学教育6年制導入に伴う薬剤師学び直しのための教育

支援プログラム」の修了式を，平成20年11月22日（土）

にポールスター札幌で挙行しました。 

　平成19年 10月の開講から1年間のプログラムを受

講した修了生20名には，大和田学長から1人ひとりに

修了証が手渡されました。 

本学が生涯研修認定制度認証機関として認証 

「社会人の学び直しプログラム」 
第1期生の修了式を挙行 
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北海道大学との連携・協動授業 

 

 

　平成 20年 11月 7日（金），本学は天使大学（札幌市

東区）と大学間の包括連携協定を締結しました。調印

式は同日に本学において挙行され，天使大学の近藤潤

子学長と本学の大和田榮治学長が協定書にサインをし

ました。 

　この包括連携協定は，「相互の知見の理解と教育，

研究および地域貢献に関して，連携活動に必要な情報

の共有に努め，相互に連携協力し，両大学ならびに地

域社会の発展に資すること」を目的とし，両大学の教

員および学生間の交流，大学院生および教員間の研修

ならびに研究協力などの事業が予定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　本学と北海道大学間の連携・協働作業の一環として，

本学の自由科目セミナー「物理学入門」（担当：中野

善明教授）の実験授業が，北海道大学高等教育機能開

発総合センター自然科学実験施設を利用して，平成20

年 10月と 11月に 3日間，北海道大学の物理学系教員

と大学院ティーチングアシスタントの協力の下，実施

されました。 

　この授業には，本学 1年生 27名が，医療分野でも

応用の多い「放射線と統計」，「レーザー光で学ぶ光の

世界」，「マイナス200度の世界と超伝導」のテーマで，

最新の機器を利用して真剣に取り組みました。 

 

 

 

　藤女子中学校（札幌市北区）2年生のキャリア教育

授業に，本学教員が参加しました。 

　これは中学生が自由な発想から物を作るという過程

を通して，社会との関わりを学習するという授業で，

NPO法人教育プラットフォーム北海道の紹介により，

本学の参加が実現しました。中学生に薬学の面白さを

学んでもらうという目的でテーマを決定し，物を作る

という過程で本学教員の専門的な知識や技能を伝え，

商品として発売することを想定したプレゼンテーショ

ンに至るまで，6週間の授業に本学の 5名の教員が協

力しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　完成した作品は独創性が高く，またプレゼンテーショ

ンは教員の想像を超えるレベルのもので，改めて中学

生の感性に感動させられました。平成21年2月19日（木）

に中学生の父母を対象とした発表会が行われ，その最

優秀作品については，3月 14 日（土）に紀伊國屋書店 

札幌本店で開催される，教育フェスタで披露する予定

です。 

　参加した本学教員とテーマは以下のとおりです。 

坂東英雄　教授 

薬草を使った入浴剤の作成 

村上美穂　准教授 

リップクリームの作成 

丹保好子　准教授 

化粧水の作成 

梅田純代　講師 

アロマスプレーの作成 

川嶋恵子　講師 

薬膳カレーの作成 

　本学では，今後もこのような地域社会との連携を深

める活動に積極的に関わっていきます。 

天使大学と包括連携協定を締結 

藤女子中学校のキャリア教育をプロモート 

北海道大学と連携・協働の授業を実施 
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　平成 20年 11月 1日（土），ウェルシティ札幌（北海

道厚生年金会館）で，文部科学省の「社会的ニーズに

対応した質の高い医療人養成推進プログラム（医療人

GP）」に選定された本学の取組を紹介する「医療人GP」

フォーラムを開催しました。平成 18年度からの本学

の取組の紹介，学生による実習体験発表，村上智彦夕

張医療センター長の講演，吉田博之文部科学省薬学教

育専門官の講評が行われました。フォーラムには160

名を超える参加者があり，盛況のうちに終了しました。 

　なお，これまで「医療人GP」フォーラムは，北見，

旭川，函館，帯広で開催してきましたが，今回の札幌

で最後となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　医療人GPに選定された北海道薬科大学，慶應義塾

大学，昭和大学，明治薬科大学，岐阜薬科大学の5大

学が，合同で「医療人GPシンポジウム」を開催しま

した。 

　シンポジウムは，平成21年 1月 25日（日）に日本薬

学会長井記念館（東京都渋谷区）で「次世代の医療を

担う新たな薬剤師教育の提案」をメインテーマとし，

本学からは「臨床能力を育む地域体験型学習とその支

援」の取組結果を報告しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　大和田学長，坂東教授，猪爪教授の3名が，平成20

年 10 月 15 日（水）から 23日（木）まで，本学との学術

交流協定を締結している瀋陽薬科大学，黒竜江中医薬

大学，黒竜江省第二病院を表敬訪問しました。 

　かねてより各提携大学から学長の訪問を招聘されて

いましたが，このたび実現しました。各提携施設責任

者と懇談し，平成 20年度から開始した相互短期留学

制度を含めて，今後も学術交流を拡大することで合意

しました。 

 

 

 

　第 68回国際薬学会議（FIP）が平成20年 8月 29日

（金）から9月 4日（木）まで，バーゼル（スイス）にお

いて開催され，本学からは6名の教員が参加して研究

発表を行いました。 

　FIPでは，以前から禁煙運動に積極的に取り組んで

おり，本学からのポスター発表「大学生における喫煙

と生活習慣の関連について」（田中三栄子講師）には，

多くの関心が寄せられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　平成21年 2月 4日（水）にタイのコンケン国立大学か

ら2人の薬学生（Matinee Theunnadeeさんと Siraprapa 

Sonsriさん，いずれも薬学部5年生）が本学を訪れま

した。 

　2人は，学長との対談，本学施設とカリキュラムに

関する説明などを受けた後，「タイの薬学教育と薬剤

師職能」について約1時間のプレゼンテーションをし

ました。これには，多くの大学院生，教員が参加し，

タイと日本の違いなどについて活発な意見交換がなさ

れました。 

160名以上が参加した最後の「医療人GP」フォーラム 

「医療人GP」選定の5大学による「シンポジウム」 

 

FIPでの研究発表 

「医療人GP」フォーラムを開催 中国学術交流協定施設へ表敬訪問 

タイの薬学生が本学を視察訪問 

国際薬学会議（FIP）に6名の教員が参加 

5大学合同「医療人GPシンポジウム」を開催 
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　私は，2007年 4月から2008年 3月までの1年間，米

国ノースカロライナ大学（University of North Carolina, 

UNC）薬学部への研究留学の機会を得ました。 

　UNCはノースカロライナ州にありますが，日本では，

州の場所はおろか，州名すらほとんど知られていない

かと思います。ノースカロライナ州は，英国から独立

した南部13州のひとつで，

州の北部はバージニア州に，

西部はテネシー州に，南部

はジョージア州とサウスカ

ロライナ州に接しています。

州の東部は大西洋に面して

おり，かの有名なライト兄

弟がKill Devil Hillsという

海岸砂丘で，世界初の有人

動力飛行を成功させたのは，

1903 年のことです。世界

自然遺産に登録されている

Great Smoky Mountains国立公園や，全長100km以

上の砂州を形成するCape Hatteras国立海岸など，州

内には数多くの自然があり，そのスケールの大きさと

美しさに魅了されます。州の主な産業は，タバコの生

産を中心とする農業と進展著しい金融業で，歴史的町

並みが有名なWinston-SalemにはReynolds Tobacco

の本社が，州内最大の都市Charlotte には全米最大の

預金量を保有するBank of Americaの本社があります。

また，ノースカロライナ州は，全米有数の学術州とし

て知られ，UNCの他，私立の名門であるデューク大

学や世界中の多くの企業の施設があり，世界へ向けた

情報・研究・開発の発信拠点となっています。 

　UNCは，州都Raleighから西へ 30マイルほど離れ

たChapel Hill という小さな町にある全米最古の州立

大学（1795年開学）で，法学部，医学部，歯学部，薬

学部をはじめとする，学生数 24,000 人以上，学士 95

分野，修士175分野，博士109分野からなる総合大学

です。UNCの研究力は高く，私が渡米中の2007年 10

月には，医学部のOliver Smithies 教授がノーベル生

理学・医学賞を受賞しました。 

　私が留学したLeaf Huang教授の研究室は，大学院

生と博士研究員が総勢 15名ほど在籍し，遺伝子関連

の研究に従事しています。研究室には，大きく分けて，

「siRNA Delivery」，「DNA Delivery」，「Immuno/Gene 

Therapy」の 3つの研究グループがあります。私は留

学先では siRNA関連の研究をしたいと考えていまし

たので，迷わず「siRNA Delivery」グループに所属し

ました。siRNAは，わずか21－23塩基の2本鎖RNA

で，病気の発症に関わる遺伝子の発現を抑制すること

で，その発症を抑制する新しいタイプの核酸医薬とし

て注目されています。2006年にスタンフォード大学の

Andrew Fireとマサチューセッツ大学のCraig Mello

が，siRNAの遺伝子発現抑制メカニズムを明らかにし

てノーベル生理学・医学賞を受賞したのは，今でも皆

さんの記憶に新しいのではないでしょうか。 

　siRNAは優れた遺伝子発現抑制効果を発現する一方，

生体内での安定性に乏しく，細胞内の標的遺伝子まで

の到達効率が極めて低いというデメリットがあります。

そのため，siRNAを臨床応用するには，標的細胞内へ

の送達法を構築しなければなりません。私の専門は製

剤学ですので，Huang教授との議論の末，製剤化技術

を駆使して siRNAを標的細胞内へ安定に送達する方

法を開発することになりました。その結果，siRNAを

脂質キャリアーであるリポソームに封入した標的細胞

指向型ナノ製剤を開発することに成功しました。さら

に，この製剤が転移性肺癌の治療に応用できることを

明らかにして論文にまとめ，学術誌に発表することが

できました。今は，留学の機会を与えていただいたこ

とに対して，最低限の責任を果たせたことに安堵して

いるところです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　この留学を通して，研究のみならず，米国の文化や

生活を存分に味わうことができました。今後の教育研

究活動に，この貴重な経験を活かしていこうと考えて

います。 

薬学部の建物  Kerr Hall

UNCのシンボルBell Tower

米国ノースカロライナ大学薬学部に留学して 
薬剤学分野　講師　丁野　純男 
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　平成21年度には6年制教育課程の学生が4年次に進

級しますが，6年制教育課程では5～ 6年次に22週間

にわたり病院と薬局で実務実習を行います。実務実習

では，薬剤師の指導・監督下において，患者さんとの

コミュニケーションや基本的な薬剤師業務に携わります。 

　薬学生が薬剤師業務に関わる参加型の実務実習を行

うためには，一定の能力が必要であり，その能力を担

保するための試験が薬学共用試験です。薬学共用試験

では，知識を評価するCBT（Computer-based Testing），

態度・技能を評価するOSCE（Objective Structured 

Clinical Examination）が行われます。いずれも「特

定非営利活動法人　薬学共用試験センター」が運営し，

試験の実施・内容・結果の扱いは厳格に行われます。 

　薬学共用試験，および後述するCBTの体験受験の

受験料は計30,000円ですが，本学では学生の皆さんか

ら徴収せず大学が負担します（ただし，追再試験の受

験料は徴収します）。 

　薬学共用試験の実施に伴い，4年次後期の授業日程は

3年次までと大きく異なります。12月上旬まで開講さ

れる4年次後期の授業の成績評価で仮進級要件を満た

した学生は，12月中旬から集中的に開講する「実務実

習事前学習 I，II」を履修することができます。「実務実

習事前学習 I，II」は実務実習において必要とされる知

識・技能・態度を身につけるための演習と位置づけます。 

　以下にCBT，OSCEについて，本学の準備状況を

含めて説明します。 

 
�CBT 
　薬学の基礎知識，実務実習に必要な基礎知識に関す

る多肢選択の試験で，コンピュータ上で出題，解答が

なされます。出題数は310問で，出題範囲は「薬学教

育モデル・コアカリキュラム」，「実務実習モデル・コ

アカリキュラム」に準拠します（到達目標（SBOs）

に△印が付されたものは出題されません）。試験時間

は6時間で，その間，昼食と休憩をいれながら2時間

ずつの試験が3回行われます。 

　本学の試験実施予定日は平成22年 1月 18日（月）と

19日（火）で，学生を2班に分けて行います。合格基準

は正答率60％以上となりますが，この基準に満たない

場合は，2月23日（火）に行う再試験を受験することに

なります。 

　CBTについては，受験練習および学力の確認を目

的として，「薬学共用試験センター」が 4年次を対象

とした体験受験を行います。体験受験は，平成 21年

度は8月 6日（木），7日（金）に実施する予定で，出題

内容・形態は本試験に準じています。 

　CBTの出題は基礎から実務に至るまで広範囲にわたっ

ています。学生は，「教育支援システム」の活用など

によって十分な準備をしてください。 

  
�OSCE 
　OSCEは，薬学生が病院・薬局において参加型の実

務実習を行うに相応しい技能と態度を習得しているか

を評価するための試験です。 

　本学の実施日は平成22年 1月 20日（水），21日（木）

の 2日間です。OSCEで実施される課題は，以下の 5

領域・6課題です。 

　　領域1．　　患者・来局者応対 

　　領域2－1．薬剤の調製（1） 

　　領域2－2．薬剤の調製（2） 

　　領域3．　　調剤鑑査 

　　領域4．　　無菌操作の実践 

　　領域5．　　情報の提供 

　受験者は，各課題を「ステーション」と呼ばれる小

部屋で順番に実施し，それぞれ2人の評価者が評価表

に基づいて評価します。評価には細目評価と概略評価

があります。細目評価は各課題に応じて定められた10

数項目からなる技能・態度のチェックリストを「はい

（良い）」あるいは「いいえ（良くない）」で評価する

もので，総項目の70％以上が「はい」になっているこ

とが達成基準となります。概略評価は，細目評価では

評価しきれない「全体を通じての評価」を行うもので，

最高が 6，最低が 1の 6段階で評価します。概略評価

では2人の評価者の合計が5以上であることが求めら

れます。細目評価と概略評価がどちらも基準以上でな

ければ不合格になります。OSCEの 6課題に不合格が

ある場合は，その課題のみについて，2月26日（金）に

行われる再試験を受験します。 

　本学では，OSCEの実施に必要な施設・設備の整備

のために，平成 21年度に実習室の改装を予定してい

ます。新たな施設は，小グループによる課題演習や

OSCEに対応する事前学習等にも対応できるように設

計されています。またOSCEの実施に必要なに必要な

模擬患者（SP）や評価者の育成も順調に進んでいます。 

「薬学共用試験」について 
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PBLワークショップ 

例会での研究発表 

中澤努先生のFD講演 

 

 

　平成20年 9月 5日（金）に，関西大学文学部准教授の

中澤務先生による「関西大学の初年次教育―文学部で

の取組みを中心に」と題した講演会を開催しました。 

　関西大学は主に文系学部を主体とする大規模校です

が，講演の中で紹介された初年次教育に関するさまざ

まな取組みは，多様なバックグラウンドを持つ学生が

入学するようになった本学においても，大学入学直後

の教育のあり方を根本から見直す良いきっかけとなり

ました。 

　なお，本学においても平成 21年度から「ラーニン

グスキル」という科目名で 10日間の初年次教育を集

中的に実施する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　平成20年9月22日（月）に，FDワークショップ「体

験から学ぶPBL実践法」を開催しました。 

　PBL（Problem Based Learning）とは「問題基盤型

学習」であり，実社会の中で遭遇する場面を事例（シ

ナリオ）として問題点，解決策，学習項目などを学習

者自らが明らかにし，自学自習によって知識を身につ

ける学習方法で本学でも実習などで一部導入されてい

ます。 

　当日は三重大学高等教育創造開発センター副センター

長，医学部教授の津田司先生を講師にお招きし，講義，

PBL体験，スモールグループディスカッションを交え

て，PBLの進め方や大教室PBLモデルにおけるテュー

ターの関わり方について学びました。ワークショップ

中はもちろんのこと，終了後の懇親会においても積極

的な質疑応答，意見交換がなされ，本学教員の PBL

に対する理解が更に深まりました。 

 

 

　日本薬学会北海道支部第 131例会が，平成 20年 11

月 29日（土）に本学で開催されました（例会長　早勢

伸正教授）。 

　発表された研究成果は 33演題で，うち一般演題数

は 31でした。一般演題のうち，北海道内 3大学の内

訳は北海道薬科大学14演題，北海道大学16演題，北

海道医療大学1演題でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　第 78回北薬特別講演会を平成20年 11月 10日（月）

に開催しました。発表内容は以下のとおりです。 

�　平成 19年度本学教育研究奨励費採用者の成果

発表（猪爪信夫教授「切迫早産治療薬リトドリン

の臨床薬理学的研究」，江川祥子教授「関節リウ

マチにおける軟骨破壊と各種血清マーカーの有用

性の検討」，梅田純代講師「図書館・医薬情報セ

ンター『医薬情報室』の活動報告」，加納誠一朗

講師「心臓の結合組織に存在するマストセル脱顆

粒と不整脈との関係」） 

�　古田精一教授（新任教員）「夕張市における活

動内容の紹介」 

　第 79 回北薬特別講演会を平成 20 年 12 月 5日（金）

に開催しました。発表内容は以下のとおりです。 

�　平成 19年度本学教育研究奨励費採用者の成果

発表（黒澤菜穂子教授「医療の質的向上をめざし

た医薬品情報を求めて」，齋藤嘉津彦講師「Bisulfite 

sequence法による SLC22A5遺伝子のメチル化解
析法の構築」，大野裕昭講師「項目反応理論を用い

た試験問題の特性解析」，神久聡教授「薬学英語6

年制に向けた英語力向上のための支援プログラム」） 

�　大滝康一講師（新任教員）「旭川医科大学病院

における薬剤師の業務展開」 

初年次教育に関するFD講演会が開催 

日本薬学会北海道支部例会を本学で開催 

北薬特別講演会が開催 

PBLワークショップが開催 



遠藤教授 

長澤教授 

星教授 

 

 

 

　本年 3月をもって生命科学分野の遠藤賢裕教授，医

薬化学分野の長澤一男教授，薬物治療学分野の星勝治

教授が定年退職されます。 

 

　遠藤教授は昭和52年に毒

物学研究室の講師として着

任され，その後同研究室の

助教授を経て，平成12年に

微生物学研究室の教授に就任，

さらに生命科学分野の教授

となりました。 

　主な研究テーマは「ステ

ロイド結合タンパクの生物

学的機能」，「医薬品と細胞

機能に関する分子生物学的研究」でした。教育では，「微

生物学」，「免疫学」などを担当されました。 

 

　長澤教授は，昭和52年に

薬品化学研究室の講師とし

て着任され，その後，同研

究室の助教授，平成12年に

教授に就任，さらに医薬化

学分野の教授となりました。 

　主な研究テーマは「クマ

リン環を有する新しい光学

異性体識別試薬の開発」で，

教育では「有機化学」，「生

物有機化学」，「医薬化学」などを担当しました。また，

校務では中央機器センター長を努められました。 

 

　星教授は，昭和49年に薬

理学研究室の助手として着

任され，その後，講師，助

教授へ昇格後，平成12年に

臨床薬理学研究室の教授に

就任，さらに薬物治療学分

野の教授となりました。 

　主な研究テーマは「中枢

青斑核の生理機能及びその

治療薬開発に関する研究」で，

教育では「薬理学」，「臨床薬理学」，「医薬品化学」な

どを担当されました。校務では入試部長を務められま

した。 

 

 

　平成 20年度に本学が申請した，文部科学省の特別

補助等に3件が採択されました。採択された補助内容，

補助額（予定額），購入額（補助対象経費）は以下の

とおりです。 

（1） 私立大学・大学院等教育研究装置整備費補助金 

設備名　二重収束質量分析計 

補助額　29,646,000円 

事業費　59,293,500円 

（2） 平成20年度私立大学等経常費補助金特別補助 

①　学生カルテを活用した学習到達度の点検とFD

改善 

補助予定額　18,038,000円 

補助対象経費　36,076,000円 

②　薬学教育6年制に即した図書館改革への取り組

み　―学生の勉学の場として活用される図書館

づくり― 

補助予定額　 3,102,000円 

補助対象経費　 6,205,000円 

  

  

 

　平成 20年 10 月 26 日（日）に北海道教育会館（ホテ

ルユニオン）で，本学と保険薬局研究会の主催による

研修会を開催しました。内容は以下のとおりです。 

 

　テーマ「医薬品適正使用に関わる薬剤師の役割」 

　　　　　―医薬品の適正使用― 

　講　演 

宮崎　工氏（株式会社薬進　代表取締役社長） 

「これからの保険薬局」 

佐藤信範氏（千葉大学大学院薬学研究科　教授） 

「ジェネリック医薬品の課題とは？」 

櫻井秀彦（本学准教授） 

「患者満足度から見た薬局機能・薬剤師職能」 

藤井基之氏（前参議院議） 

「医療改革に薬剤師はどう対応するべきか」 

遠藤賢裕教授，長澤一男教授， 
星勝治教授が定年退職 

文部科学省の特別補助に3件が採択 

薬剤師の役割に関する研修会を開催 
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学位論文発表 

 

 

　大学院修士課程の学位論文発表会が，生物薬学専攻

は平成21年1月23日（金）に，臨床薬学専攻は24日（土）

に開催されました。発表者は生物薬学専攻9名，臨床

薬学専攻 13名で，演題の発表後には活発な討論が行

われました。 

　発表題目は以下のとおりです。 

 

■生物薬学専攻 
　浅川真理（主査：坂東英雄） 

　ニシキギ科植物ツリバナに関する成分研究 

　梅坪翔太（主査：佐藤久美） 

　ヒト大動脈内皮細胞におけるNO合成酵素の発

現とその活性化に対するスタチンの作用 

　岡上和正（主査：遠藤菊太郎） 

　ヘリコバクター・ピロリに有効な薬物開発のた

めの基礎研究 

　金子圭太（主査：丁野純男） 

　薬物肺投与システムのドラッグキャリアーとし

ての表面修飾リポソームの有用性 

　黒川友里亜（主査：山下　浩） 

　ニシキギ科植物コマユミの成分研究 

　小池麻琴（主査：市原和夫） 

　ヒト大動脈内皮細胞におけるTNFα誘導性接

着分子発現に対するHMG-CoA還元酵素阻害薬（ス

タチン）の影響 

　近藤　提（主査：小松健一） 

　TNBS大腸炎モデルラットに対する漢方薬の作用 

　中川大輔（主査：小松健一） 

　LPS/galactosamine誘発肝障害に対する田七人

参成分の作用機序の解明 

　茂木俊朗（主査：桜井光一） 

　アロキサン－グルタチオン系誘導培養膵β細胞

死に対するヘモグロビンの防御作用 

 

■臨床薬学専攻 
　伊東輝美（主査：江川祥子） 

　疾患マーカーとしてのアデノシンデアミナーゼ

2の定量法の開発 

　岩川晃子（主査：岡�光洋） 

　薬局運営組織に勤務する薬剤師によるインター

ナルマーケティングの評価に関する研究 

　大津圭介（主査：早勢伸正） 

　ヒト正常細気管支上皮細胞に対するマクロライ

ド系薬物の作用 

　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　川島寿之（主査：渡辺泰裕） 

　関節リウマチ（RA）患者における抗CCP　抗

体と他の血清マーカーの有用性に関する検討 

　工藤誠一朗（主査：猪爪信夫） 

　ロサルタンによるCYP酵素阻害―ヒト肝ミク

ロソームを用いた検討― 

　小森悠加（主査：星　勝治） 

　ミルナシプランによる海馬と縫線核における

5-HIAA量の変動 

　鈴木康之（主査：郡　修徳） 

　漢方ローションのw/o型クリーム剤への剤形変

更について 

　高木美保（主査：早瀬幸俊） 

　保険薬局における組織管理姿勢と安全意識の関

連性に関する研究 

　冨田昌志（主査：早川　達） 

　疑義照会内容からみた薬歴管理業務と電子薬歴

の有用性評価 

　松下遥子（主査：野村憲和） 

　血圧と尿中蛋白の関係と降圧治療による尿中蛋

白への影響の検討 

　三浦　真（主査：齊藤嘉津彦） 

　卵巣癌および子宮頸癌の治療におけるイリノテ

カンによる好中球減少と遺伝子変異との関連 

　向　祐志（主査：戸田貴大） 

　ロサルタンによるCYP酵素阻害―リコンビナ

ント酵素を用いた検討― 

　村永　愛（主査：黒澤菜穂子） 

　SLC22A5遺伝子のCpG islandにおけるDNA
メチル化の検出～DLD-1，LoVo，およびHepG2

細胞での検討～ 

大学院修士学位論文発表会を開催 
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　第87回薬剤師教育研修会を，平成20年7月25日（金）

に札幌市教育文化会館で開催し，本学の梅田純代講師

が「薬剤師と医療情報」について講演しました。梅田

講師は，図書館・医薬情報センターの医薬情報室での

業務を兼務しており，これまでの実績について講演し

ました。 

　第88回薬剤師教育研修会を，平成20年10月11日（土）

に本学で開催し，久道　茂先生（宮城県対がん協会会

長，日本医学会副会長）が「医学・医療の品格」の演

題で講演されました。なお，今回の研修会については，

北海道薬科大学同窓会創立 30周年記念講演としても

開催されました。 

　第89回薬剤師教育研修会を，平成20年10月24日（金）

に開催し，飯田義和先生（株式会社ウォルナット　代

表取締役社長）と伏見真二先生（同社　在宅事業部）が，

「在宅医療と薬剤師」について講演されました。飯田

先生は，名古屋地区で在宅医療を先進的に展開してい

る若手薬剤師であり，現状報告を含めて，在宅医療の

重要性について講演しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　同窓生の皆さんが年に1度大学に戻る日を設けよう

と，同窓会と共に計画したHomecoming 2008を平成

20年 10月 11日（土）に開催しました。 

　初開催となったこの日には，まず，本学の野呂瀬崇

彦准教授による「コーチングの理論と医療分野への活

用」の講義があり，引き続き，2006年に発行された「医

学・医療の品格」（薬事日報社）の著者である久道　

茂先生（宮城県対がん協会会長，日本医学会副会長）

をお招きして，「第88回北海道薬科大学薬剤師教育研

修会並びに北海道薬科大学同窓会創立 30周年記念講

演会」が行われました。演題は 著書と同じく「医学・

医療の品格」でお話をいただきましたが，久道先生は

学術書の他に小説も3冊出版しており，大変話題が豊

富で，1時間半の講演が非常に短く感じられました。 

　また，当日は大学祭が同時開催されており，参加し

た 71名の同窓生は，学生の模擬店を楽しんだり，臨

床講義棟の見学を行ったりするなど，久々の母校で楽

しい思い出を作ることができたようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　平成20年 11月 1日（土）に開催された「医療人GP」

フォーラムの終了後，ウェルシティ札幌（北海道厚生

年金会館）で北海道薬科大学同窓会の設立 30周年記

念祝賀会が開催されました。 

　竹内伸仁同窓会長のあいさつで開会し，続いて本学

卒業生でもある東洋彰宏北海道薬剤師会会長，福迫尚

一郎学校法人北海道尚志学園専務理事にご祝辞をいた

だき，大和田学長の発声で乾杯が行われました。 

　卒業生，教職員あわせて約250名が参加し，旧交を

温める輪がいくつも見受けられました。最後に武田清

孝北海道病院薬剤師会副会長より閉会の辞をいただき，

盛況のうちに終了しました。 

　小樽市在住の画家，横山文代さんの油絵個展

が平成21年5月26日（火）～31日（日）に，

大丸藤井セントラル（札幌市中央区）のスカイ

ホールで開催されます。 

　横山さんは，本学の薬草園に魅かれて創作活

動を続けており，今回の個展のテーマは「四季

薬草園」です。ぜひ，お立ち寄りください。 

本学の薬草園をテーマとした 
横山文代さんの絵画展を開催 

第88回薬剤師教育研修会 

大学祭と同時開催のHomecoming 2008

薬剤師教育研修会が開催 

Homecoming 2008を開催 

同窓会設立30周年記念祝賀会を開催 
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　第 33回北薬祭が平成20年 10月 11日（土）・12（日）

に開催されました。今回の北薬祭のテーマ「ホメオス

ターシス」は，これまでの伝統は尊重しつつも，その

殻を破るような機運を感じさせる大学祭にしたいとい

うことを目標として決定されました。北薬祭実行委員

長は，2年生の逢坂信孝君が務めました。 

　学生，教職員，父母，卒業生，地域の方々が参加し

た北薬祭は，大和田学長の開会のあいさつで始まりま

した。ステージイベントは，かき氷早食い，変わり氷

早食い，○×クイズ，コスプレGP，落語，二人羽織，

ビンゴ大会と，例年になく盛りだくさんで行われまし

た。催し物もフリーマーケット，科学実験（科学研究

部），LIVE（軽音楽部），ダンススクール（ダンス部），

作品展示会（美術部），写真展示（カチンコサークル），

アロマテラピー（薬学研究会）などが行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　また，教職員や外部の先生がお手伝いした「薬草園

見学と講演会」や父母懇談会，Homecoming 2008も同

時に開催され，多数の父母や卒業生の参加がありまし

た。天候は初日の昼頃から荒れだし，非常に風の強い

あいにくの天候となり，ステージや露店は桂青館と3

階実習室に急遽場所を変更して開催されましたが，た

いへんな盛況ぶりでした。芸能ライブでは，Base Ball 

Bear が「学園祭からやってますツアー」のスタート

として北薬祭に出演しました。最後は桂岡の夜を染め

る盛大な花火で，第33回目のお祭りは終了しました。 

 

 

 

　北海道薬科大学奨学金規程に基づく平成 20年度　

学部1年生の奨学生が決定し，奨学生証書授与式を平

成20年 11月 19日（水）に行いました。 

　1年生の奨学生は，1年前期の成績を対象とし，優

秀な成績を修めた 10名の学生に奨学金 6万円が給付

されます。授与式では大和田学長から奨学生証書と奨

学金が授与されました。奨学生は以下のとおりです。 

学部奨学生1年 
松崎円香，佐伯有紀，高岡彩奈，吉田美咲，菅原久

美子，角谷直志，菅野貴寛，新井諒也，酒井　廉，

橋本茉弥 

 

 

 

　平成20年度父母懇談会

を，平成 20年 10月 12日

～ 27日の土・日曜日に道

内 6 都市（網走，帯広，

旭川，釧路，伊達，函館），

東北4都市（青森，秋田，

盛岡，仙台），東京，名古

屋および本学の計13会場

で開催しました。参加者は353名で，学生生活や進路

についての相談が多くありました。 

　各会場では，授業や実習風景，大学におけるイベン

トなど1年間の大学生活を紹介する映像が放映されま

した。また，今年は本学での父母懇談会が大学祭期間

中に開かれ，学生の活動を見ることができたため，た

いへん好評でした。 

 

 

 

　本学では，学生と教員，あるいは学生同士のコミュ

ニケーションを円滑にし，学生生活を送る上で必要な

人間関係を形成することを目的として，少人数クラス

担任制を採用しています。 

　各クラスでは，学生生活支援，自主的活動の支援，

自己将来像の涵養，修学支援などの趣旨に基づいてク

ラスを運営する時間として，クラスアワーが実施され

ています。本年度はクラスアワーの時間を利用して，

自己発見レポートやマナー講座（スーツの着こなし，

メイクアップ），禁煙支援，食生活調査，レクリエーショ

ンなどを実施しました。 

第33回北薬祭：ホメオスターシスが開催 

父母懇談会が開催 

クラスアワーの実施 

本学奨学生（1年生）が決定 
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　A　O　入　試※ 

社 会 人 入 試 

一 般 入 試 

センター試験利用入試 

３１ 

６５ 

１０ 

４１ 

６ 

３５３ 

２５９ 

３１ 

６５ 

１０ 

４０ 

５ 

３２９ 

２５９ 

３０ 

６５ 

１０ 

４０ 

５ 

２０８ 

１２４ 

１.０ 

１.０ 

１.０ 

１.０ 

１.０ 

１.６ 

２.１ 

試験区分 志願者 受験者 合格者 倍　率 

推薦入試  

公募制推薦 

指定校推薦 

系列校推薦 

※AO入試のエントリー者は４７人，出願許可者は４４人でした。 

■学校法人北海道尚志学園　北海道工業大学　北海道薬科大学　北海道自動車短期大学　北海道尚志学園高等学校　北海道自動車学校 

 

 

 

「North Powers 2008」 
　医療および福祉に興味を持つ北海道内の学生たちが

交流や情報交換をするイベントであるNorth Powers 

2008が平成20年 11月 1日（土）～2日（日）に札幌医科

大学で開催されました。道内各地の医療・福祉系の学

校13校から約100人の学生が参加し，『原点回帰～我々

は何のために働くのか？～』，『Medical Shuffle～学部

の壁を越えて～』というテーマのもと，ディスカッショ

ン，ワークショップ，交流会などを行いました。本学

からは薬学研究会のメンバーを中心に約10人が参加し，

私が実行委員としてイベントの企画に携わりました。

学内ではなかなか聞くことのできない意見に触れるな

ど新しい発見があり，とても刺激を受けました。楽し

みながら視野と交友の輪を広げることができたことが

良かったと思います。 

「薬学生の集い」年会 
　第 10回薬学生の集い年会が，「Design our future～

10年後何をしていますか？」をテーマに平成20年 12

月 6日（土）～7日（日）に国立青少年記念オリンピック

センターで開かれ，全国から約150人の学生が集まり

ました。「薬学生の集い」とは，『世界に貢献できる

Pharmacists の育成』のスローガンのもと，活動する

日本で唯一の全国的薬学生組織で，年会は一年の集大

成ともいえるイベントです。服薬指導体験やアロママッ

サージなどの体験型企画や，講師を交え，10年後の自

分や社会についてディスカッションする，しゃべり場

的座談会，医療系団体や学生団体などについて知る

Project fair，さらには薬学部出身者が関わる社会問題

などについて意見を共有するワークショップの他，ゲー

ムなどをしながら，みんなで自由に話す交流会が行わ

れました。私はNorth Powers 2008についてProject 

fair で発表しました。参加者の意識が高く，自分を見

つめ直す良い機会になりました。 

薬学研究会　2年　武藤久恵 

 

 

　平成２１年度の学部入学試験が予定どおりに実施され，

合格者が決定しました。 

　試験区分ごとの入試状況は，次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　公募制の推薦入学試験と社会人入学試験は平成２０年 

１１月１５日（土），指定校と系列校の各推薦入学試験と

AO入学試験は１１月１６日（日）に実施しました。 

　一般入学試験は，A日程が平成２１年２月１日（日），

B日程が平成２１年２月２日（月）に，本学，仙台，東京，

大阪の各試験場で実施しました。 

　また，大学入試センター試験利用入学試験は本学独自

の試験は実施せず，センター試験の成績のみで合格者を

決定しました。 

 

 

　平成２１年度の大学院入学試験が終了しました。 

　修士課程は，推薦入学試験を平成２０年８月１８日（月），

一般入学試験の１次は１１月１日（土），同じく２次を平

成２１年２月２０日（金）にそれぞれ実施しました。 

　その結果，合格者は修士課程生物薬学専攻７人，同じ

く臨床薬学専攻１０人となりました。 

　なお，生物薬学専攻合格者で，臨床薬学実務研修の履

修を希望した人は４人でした。 

医療系学生の交流会に参加して 

平成２１年度学部入学試験結果 

平成２１年度大学院入学試験結果 

P U B L I C  R E L A T I O N S  M A G A Z I N E
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